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は じ め に

近 年 、 コ ン ピ ュー タ、半 導体 、 光 通 信 、衛 星 通 信 等 に代 表 され る情 報 処理

技術 、通 信 技 術 の著 しい 進歩 、融 合 に より双 方 向CATV、 ビデ オ テ ック ス

な どの ニ ュー メデ ィアが 続 々 と出現 して きてい る。

ニ ュー メデ ィ アは 、音 声 、デ ー タ、画 像 、映 像 情 報 を一 元 的 に サ ー ビス で

きるデ ィ ジ タル 総合 サ ー ビス網 、CATV網 、衛星 通 信 網 等 の ネ ッ トワー ク

を通 じて 産 業 分 野 をは じめ 、我 々の 社会 、個 人 生 活 の 分野 に まで 広 く浸 透 し

てい くこ とが 予 想 され て お り、既 にそ の一 部 は 現 実 の もの とな りつ つ あ る。

第 一 に は 、 ニ ュー メデ ィア の 出現 に よ り産 業 、社 会 、生 活 の各 分 野 に もた

らされ る イ ンパ ク トに つ い て の考察 で あ る。 高 度 情 報化 社 会 にお い て は 、 ニ

ュー メデ ィア を活 用 した情 報 システ ムが 構 築 され 、 これ らを用 い て 多種 多様

な サ ー ビス が 提 供 され る。

また 、 この よ うなサ ー ビス の普 及 に よ り産 業 構 造 、産業 組 織 、 さ らに将 来

的 に は我 々の社 会 、家庭 生 活 に もか つ て な い地 殻 変 動 を もた らして い くこ と

が 予想 され る。 そ の よ うな イ ンパ ク トの 方 向 につ い て見極 め 、 これ に適 切 な

対応 を図 るべ く諸 問 題 の 分 析 を試 みた 。

第二 に は 、高 度 情 報 化 社 会 に お い て 、 ニ ュー メデ ィアが そ の役 割 りを果 た

して い くた め の条 件 、課 題 の 明確 化 で あ る。 ニ ュ ー メデ ィア の導 入 に つい て

は 、そ の プ ラス面 に 期 待 が 高 ま る一 方 で 、 マ イ ナ スの イ ンパ ク トを懸 念す る

声 もあ る。

我 々は、 この よ うな プ ラス 、 マ イナ スの 両面 を 冷徹 に見 極 め 、望 ま しい 情

報 化 社会 構 築 の 方 途 を的 確 に選 択 して いか ね ば な らな い。 当部 会 では 以上 の

よ うな視 点 か ら、 ニ ュー メデ ィア発 展 のた め の条 件 及 び課 題 の 明確 化 を図 っ
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た。

第三には、検討に際 して、二十一世紀 に焦点を置 いた長期 的視 点を とり入

れた。今後 、情報化が我 々の生活分野 まで含め、本格的に浸透 して くる時期

として今世紀末項を想定 した。長期的視点に立 って、情報化 を展望 し、その

方 向を規定 すると思われ る条件 につい て議論 を尽 くし、現 時点か ら必要 な対

応 を図 ってい くことが重要 と考えたか らであ る。

我 々が、検討 しなければな らない課題 は極めて広範 、多岐にわた り、 しか

も現時点で見通 すには困難 な もの もある。 このため、これ までの限 られ た時

間内で検討 が十分に尽 くされ た とは言いがたいが、 ここに、 これ までの結論

を資料 としてとりまとめた。 なお、今後 とも状況の推移 を踏 まえて検討 を進

めてい くことが必要 であると考 え る。
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第1章 高 度 情 報 化社 会 とニ ュ ー メデ ィア

～

第1節 我が 国におけ る情報化の進展

1.我 が 国における情報化の進 展

我 が国は今 、高度情報化社会の扉 を叩 こうと している。我 が国は、60

年代 後半か ら70年 代 にかけ て産業界vak・け るコンピュータ導 入 を中心 と

す る情報化、いわゆる第一 次情報化革命 を経験 した。 しか しその後 の情報

処理技術 と通信 技術の飛躍的発達 とその結合に よるネ ッ トワーク化 の進展

に より、我が国は第一次情報化革命 とは質 的 に 異 な る広 が りと内容を も

った第二次情報 化革命 とも呼ぶべ き新 たな段階 を迎 えつつあ る。

第一 に、情報化は それ まで の拠点的な展 開か ら面 的展開へ と一層広汎 に

進 展 しつ つ あ る。 す なわ ち 、 これ まで コンピュータの利用は産業界 を中

心 に進ん で きたが、現在 では社会や家庭に も広が りつつ ある。 今後情報化

は、社会の あ らゆ る分野、 あ らゆる局面 において一 層広汎に、かつ深 く浸

透 してい くもの と思われ る。

第 二 に、 情 報化 の 内容 も質 的 に高 度 な ものに な りつつ あ る。従 来 コ ン ピ

ュ ータ は単 純 な計 算、 単 純 な事 務 処 理 に使 わ れ る こ とが 多 か った。 しか し、

今 後 、 コン ピュ ー タが 高性 能 化 す る と と もに 、 ネ ッ トワー ク に よ り結合 さ

れ る こ とに よっ て 、 より高度 な利 用 が 可 能 とな って い くもの と思 わ れ る。

2.高 度情報化社会の実現に向けて

高 度情報化社 会においては、社会のあ らゆる分野 を有機的に結合す るネ

ー7－
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ッ トワー クが 構 築 され 、 ニ ュー メデ ィア を活 用 した 情報 シス テ ムに よって

多様 な サ ー ビスが 全 国 津 々浦 々に まで供 給 され る もの と思 わ れ る。

ま た 、情 報 を一 方 的 に た だ受 け と るだけ で な く、 きめ細 か な個 々の ニ ー

ズに対 応 した 情 報 を主 体 的 に随 時 取 捨選 択 す る こ とが 可 能 とな る。

ニ ュー メデ ィ アの 活 用 に よる情 報 化 の 進展 は 、産 業 の 合理 化 、高度 化 を

もた らすばか りでな く、バ ランスの とれた調和 のあ る豊か な社会 を構築 レ

てい く上 に お い て も大 きな力 に な る もの と思 わ れ る。

しか し、一 方 で情 報 化 の 進 展 に よって 、大 量 の 情 報 が集 中的 に蓄 積 、管

理 され る こ とか ら 「管理 社 会 化 」の弊 害 を懸 念 す る 向 き もあ る。 また 、情

報 シス テ ムへ の依 存 が進 行 す る こ とか ら、万 一 シス テ ムの機 能 が停 止 した

り、 デ 三 夕が 漏 え い した場 合 の影 響 は甚 大 な もの とな るおそ れが ある。

この よ うに情 報 化 の 進 展 は 、 いわ ば 「光 」と 「影 」の両 面 を もち うる も

の で あ る。 我 々は 、今 、高 度 情報 化 社 会 の 実 現 に 向 け て 、情 報化 の もつ

「影 」の側 面 に 対 して 的確 な対応 を図 りつ つ 、 なお 、一 層 の情 報化 の 推進

に取 り組ん で い く必要 が あ る。

の
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第2節 ニ ュー メデ ィアの 動 向

1.ニ ュ ー メ デ ィ ア の 意 義

ニ ュー メデ ィアは 、 近年 の情 報 処 理技 術 と通信 技 術 の著 しい進 歩 と、 こ

れ らが 融 合 す る こ と に よ り出現 して きた。

ニ ュー メ デ ィアは 、 今 後 、高 度 情 報化 社 会 を実 現 して い く上 で必 要 な高

度 な ネ ッ トワー ク及 び 、 これ を 活用 した 多様 な情 報 シス テ ムを構 築 して い

く際 の 重 要 な ツー ル(手 段)と して位 置 づ け られ る。

(1)ニ ュ ーメ デ ィア の 意義

「ニ ュ ーメ デ ィア 」 とは 、 「メ デ ィア」 の 四つ の 部 門(情 報 の収 集 ・

作 成 、 情 報 の処 理 ・加 工、 情 報 の 伝送 、 情 報 の利 用)の うちの 一 つ あ る

い は 、 複 数 の 部 門 に革 新 的 な変 化 が もた らされ た メデ ィア とい うこ とが

で き る。 ニ ューメ デ ィ アを考 え て い く上 で は 、 情報 の 伝 送 部分 に の み限

定 して と らえ るの で は な く、 四つ の部 門が 一 体 とな った一 つ の シス テ ム

と して これ を と らえ る こ とが必 要 で あ る。

ニ ュー メ デ ィア を活 用 す る意 義 は 、例 えば 、 防 災 情報 シス テ ム を例 に

とる と、 広 範 囲 に設 置 され た セ ンサ に よ り災 害 に 関 す る 情 報 を詳 細 ・

迅 速 に 収 集 し、 そ れ を防 災 セ ンタ ーの コ ン ピ ュータ に よ り適 切 に 処 理 、

分 析 し、 得 られ た結 果 を様 々 な 伝送 手段 を用 い て、 地域 住 民 に迅 速 に 提

供す る とい う一 連 の 活動 が 有機 的 に行 わ れ る こ とに あ るか らで あ る。

(注)メ ディア 〉

メディアとは、以下の情報収集 ・作成からその利用までの過程における四つ

の部門の うちの一つの部門、または複数の部門の組合せ としてとらえることが

できる。
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① 情 報 の収 集 ・作 成 部 門一 各 種 の情 報 を収集 ・作成 して② の処 理 ・加 工部 門

に提供 す るイ ン フ ォメー シ ・ン'プ ロバ イダ ー

② 情 報 の処 理 ・加 工 部 門一 ① か ら提 供 され る情報 の検 索、 編 集、 映 像 ・音声

・文字 へ の変 換等 を行 い
、 ③ の伝 送部 門 を通 じて、

④ の利 用 部 門に 提供 す る シス テ ム ・オ ペ レー ター

③ 情 報 の伝 送 部 門 一 ② の処 理 ・加工部 門 の情 報 を伝 送 す るキ ャ リア

④ 情 報 の利 用部 門 一 ③ の伝 送 部 門 を通 じて送 られ る情 報 を端末 機等 で

受 信 し利 用 す るエ ン ド'工 ーザ ー

(2)ニ ュ ーメデ ィアの範 囲(図1参 照)

① 新 た な手 段 に よる伝送 部 門(例)ISDN(デ ィ ジタ ル 総合 サ ー ビ

ス網)、 衛 星通信

② 新 た な手 段 に よる伝送 部 門 と新 た な形態 の処 理 ・加 工 部 門等 とを組

合 せ た もの(例)双 方 向CATV

③ 新 たな手段に よる伝送部門 と既存の処理 ・加工部 門等 とを組合せた

もの(例)衛 星 放 送

④ 既存 の手 段 に よる伝 送 部 門 と新 た な形 態 の処 理 ・加 工部 門 等 と を組

合 せ た もの(例)テ レ テ キ ス ト、 フ ァク シ ミ リ放 送 、 ビデ オ テ ソク

ス、VAN、 ビデ オ テ ック ス等 の パ ッケ ー ジ系
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図1ニ ュ ー メ デ ィ ア の 範 囲

情報の収集 ・作成部門 〉 情報 の利用部門〉 情報の処理 ・加工部 門 〉 情報の伝送部門

(イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン(シ ス テ ム ・オ ペ レ ー タ ー)(キ ャ リ ア)(エ ン ド ・ ユ ー ザ ー)

・ プ ロ バ イ ダ ー)

情報 の収集

・作成 部門

情報の処理

・加工部門

情報の伝送

部 門

情報 の利用

部 門
既 存 メ デ ィ ア の 例 ニ ュ ー メ デ ィ ア の 例 備 考

既 存 回 線 網

電 話 、 電 報 、 テ レ ッ ク ス 、 郵 便

テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 新 聞 、 出 版 、・C・ATV

レ コ ー ド、 テ ー プ

()

〔 )

( )

〔 )

衛星通信 網、ISDN ① 新 た な手段 に よる伝送部門Z〃〃//Z⊃

双方 向CATV
② 新 たな手段 に よる伝送部 門と新た

な形態 の処理 ・加工部門等 とを組合
わせた もの

ひZ〃/〃ンZ
//////ノ ン//γ〃/〃//////以

衛星放送
③ 新 たな手段 に よる伝送部門 と既 存

の処理 ・加工部門等 とを組 合わせた

もの
( 〃/////、 )

VAN

ビ デ オ テ ー プ 、 デ ィ ジ タ ル オ ー デ ィ

オ デ ィ ス ク 、 ビ デ オ デ ィ ス ク

STV(有 料 テ レ ビ)シ ス テ ム

テ レ テ キ ス ト、 フ ァ ク シ ミ リ放 送 、

ビ デ オ テ ッ ク ス

④ 既存 の手段に よる伝送部門 と新 た
な形態 の処理 ・加 工部門等 とを組合
わせ た もの

zz////〃 )

〔 γ/////// 〃/////劾

( 〃////// ///////)

ひZ///// /〃///// //////ノ)

※ 斜線は新 しくなった部分
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2.二=一 メ デ ィ ア の 現 状 と 発 展 の 方 向

現 在 出現 しつ つ あ る各 種 の ニ ューメ デ ィ アは、 次 の よ うな機 能や 特 徴 の

全 部 ま たは 一一部 を有 して い る。

① ネ ッ トワ ー ク化 とそ れ に伴 う広域 化 へ の指 向

② 双 方 向 性 へ の指 向(受 け 手側 の情 報 の 選択 範 囲 の拡 大)

③ 情 報 形 態 の 多 様化(音 声 、 チ ー タ、 画 像 、 映像)、 記録 性 へ の 指 向

④ 大 容 量 化 、 高 速 化へ の指 向

⑤ マ イ ク ロエ レク トロニク ス を活用 した デ ィジタ ル化 技 術 な どの新 技 術

へ の 指 向

これ らの傾 向は さ らに 強 ま る こ とが予 想 され 、新 しい メデ ィアの 出現 、

個 々の メデ ィアの 高 度 化 、多様 化 が 進 む もの と考 え られ る。この よ うな メ

デ ィア の多 様 化 は 利 用者 側 の選 択 の 幅 を増 す ことか ら、 利 用者 主 体の より

きめ 細 か なサ ー ビスに つ なが る可 能性 もあ る。

代 表 的 な ニ ューメ デ ィア と して、CATV、 ビデ オ テ ック ス、VAN、

テ レテ キ ス ト、 フ ァ ク シ ミリ放 送 、衛 星 通 信 、衛 星 放 送 、ISDN、 パ ッ

ケ ー ジ系 を取 り上 げ 、現 状 と今 後 の発 展 の方 向 を概 観 す る と次の とお りで

あ る。

(注)デ ィジタル

情報を信号の有無などの2つ の状態(0,1)で 表わす方式。

情報を音波のような連続した信号で表わすアナログ方式に対比 して用いられる。

(1)CATV(CommunityAntennaTelevision,ま た はCable

Television:有 線 テ レビ放 送)

CATVと は 、 セ ンタ ー と家 庭 とを ケ ー ブル で 結 び、 テ レ ビ信 号 を

伝 送 す る シス テ ムの こ とで、 主 と して ビル陰 や 山 間部 の 難視 聴対 策 を
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中心 に発 達 して きた。

我 が 国に お け るCATVの 現 状 を み る と、 国 内の 全施 設 数 は約3万

4千 施設 、加 入 世帯 数 は 約366万 世 帯(昭 和57年 度 末)に 達 して

い る。 ほ とん どの施設 は 、 同 軸 ケ ー ブル を用 い た難 視 聴 対 策用 の テ レ

ビ再 送信 を中心 と した小 規模 施設 であ る。

しか し、一 部 のCATVで は 、 同 軸 ケ ー ブル で 多数 の チ ャ ンネル を

伝 送 す る こ とが で きる ことか ら、 自区域 以外 の テ レ ビの再 送 信 や 自主

放 送 に よるチ ャ ンネル数 の 拡 大 を図 る傾 向 に あ る。 今 後 は 、

① 都 市部 に お け る大 規 模 な シス テ ム の構 築

② 衛 星 を使 った番 組 配信 に よる番 組 の充 実

③ 双 方 向化 や外 部 シス テ ム との 接 続 に よる適 用 分 野 の拡 大

な どの方 向 に進 む もの と考 え られ る。 将来 は、 光 フ ァイ・ミーケ ー ブ

ル を用 いた 、 よ り高 度 な双 方 向機 能 を有 す るCATVへ と発 展 して

い く もの と期 待 され て い る。 現在 、我 が 国 に お い ては 、 受信 端 末 側 か

らも映像 が送 れ る完 全 双 方 向CATVの 実 験(Hi-OVIS)が 、

奈 良県 東生 駒 で行 われ てい る。

サ ー ビス形 態 につ い て も、 多数 のチ ャ ンネル が とれ る こ と、 双 方 向

伝送 が 可能 で あ る こ と とい う優 れ た特質 か ら、

① 地域 に密 着 した 自主 放 送

② 有 料 テ レ ビ放 送

③ 高精 細 度 テ レビ放 送

④ テ レ ビ会 議 シ ス テ ム

⑤ 高速 デ ータ伝 送 サ ー ビス

⑥ 情 報検 索サ ー ビス
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⑦

⑧

⑨

エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ バ ン キ ン グ

ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グ

セキ ュ リテ ィ ・サ ー ビス

な どの サ ー ビス の 提供 が 可能 とな り、 産 業 ・社 会 の 幅広 い 分野 での

利 用 が 考 え られ る。

今 後 の課 題 と して は 、情 報 ソ フ トウェ アの開 発 ・供給 及 び光 フ ァイ

バ ー な ど の コ ス ト低 減 の た め の 技 術 開 発 や 制 度 的 基 盤 の 整 備 が あ げ ら

れ るo

(注)同 軸 ケ ー ブル

中心導 体(銅 線)の まわ りを絶縁 体 を介 して パイ プ形 の外 部導 体(銅)で く

るん だ ケ ー ブル の こ と。 電気 信 号 の減衰 が 少 な く高 い周波 数 の 伝 送 が可能 な ど

の特 徴 を持 つ。

(注)Hi-OVIS(HighlyInteractiveOpticalVisual

InformationSystem)

セ ンタ ー と家 庭 とを光 ファイバーケーブ ル で結 び、 上 り下 り と も映 像 の伝 送 を

可 能 と した完 全 双 方向 の映 像 情報 シス テ ムの こと。

(注)有 料 テ レ ビ放 送

衛 星放送 を利 用 して有 料 テ レ ビ放送 を行 うに は テ レ ビ信 号 に ス ク ラ ン ブ ル

(か く乱)を か け て放送 し、 受信 側 では デ コーダ ー(解 読 機)を 通 し て 視 聴

す る形 が 一般 的。

(注)高 精 細 度 テ レ ビ放 送

現在 のテ レ ビ放送 方式 よ りも、 走 査線 数 を増 加す るな ど して 、 き め の 細 か

い鮮 明 な画面 を送 る ことを可 能 と したテ レ ビ放送 。

(注)エ レク トロニ ック ・バ ンキ ン グ

エ レク トロニ ック ・バ ンキ ン グ と しては ホ ー ムバ ンキ ング とフ ァー ムバ ン キ

ン グが 代表 的 で あ る。

ホ ー ムバ ンキ ン グ は金融 機 関 の コ ンピ ュー タ と家 庭 内 の端末 機 とを接続 し、

家庭 にい な が ら 自分 の 口座 の取 引 状 況 の 照 会 や 振 り込 み の 依 頼 が で きる シ
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ス テ ム、 また 、 フ ァー ムバ ン キ ングは 、企 業 の コン ピュー タ シス テ ム とを接続

し、オ フ ィス に い なが ら決 済 や 資金 運用 が 可 能 な システ ムで あ る。

(注)ホ ー ム シ ョッピン グ

双 方 向CATVや ビデオ テ ック ス な どを利 用 して、家 庭 内 の端 末 装置 か ら

各 種 の商 品 の注 文 が で きる シス テ ム の こと。 .

(注)情 報 ソフ トウ ェア

各 種 の メデ ィア を通 じて提供 さ れ る音 声、 デ ー タ、画 像、 映像 の形 態 を し

た情 報 の総 称 。 コン ピュー タ処 理 が可 能 な形 態 に整理 ・統 合 した もの(デ ー

タベ ース)と そ れ以 外 の もの(フ ィル ム、 テ ー プ、 レコ ー ド等 の情 報)の 二

つ の種 類 が ある。

(2)ビ デ オ テ ックス

ビデ オ テ ック ス とは 、 ア ダ プタ ー・に よ り既 存 の 電 話 回 線 と家 庭 用 の

テ レビ受 像 機 を 結ぶ こ とで、.コ ンピ ュータ セ ンタ ーに蓄 え られ た情 報

を検 索 で き る よ うに した システ ムの ことで あ る。

我 が 国 で は 、 郵 政 省 と電電 公社 に より、CAPTAIN(キ ャ ブテ

ン)と い う名 称 の ビデ オ テ ック スの 実 験 が進 め られ て い るほ か 民 間企

業 を中 心 に ビ デ オテ ックス の実 用化 が 進 め られ て い る。

従 来 の 送 り手 主体 の マ スメデ ィ アに対 して、 情 報 の 受 け手 が 情 報 の

選 択 権 を もち、 必要 な時 に 必要 な情 報 を即座 に 入手 で きるな ど、従 来

の メ デ ィア に ない特 徴 を有 して い る。 この た め 、

① 各 種 の 情 報検 索 サ ー ビス

② ホ ーム シ ョ ッ ピング

③ エ レク トロニ ック ・バ ンキ ン グ

④ 各種 予 約 サ ー ビス

な どの サ ー ビス を提 供 す る こ とが で き る。
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今 後 は、

① 外 部 コ ン ピュ ータ との接 続 を拡大 す る こ とに よるデ ー タベ ー ス の

充 実

② 情 報 ソ フ トウ ェア作 成 機 能 の充 実

③ 伝 送 ス ピ ー ドの 向上

④ 端 末 の 多様 化

⑤ISDNに よるデ ィジタル方式の高速、高機能 ビデオテ ックスの実現

な どの方 向 に進 む と考 え られ る。

(注)デ ータベース

データを整理統合 し、コンピュータ処理が可能な形態にした情報 ファイル、

またはその集合体のこと。

(3)VAN(ValueAddedNetwork)

機 種 の異 な る コ ン ピ ュー タでは デ ー タの 受 け入 れ 、 ス ピー ド、 デー

タの入 出 力に 要 す る手 順 、 デ ー タの蓄 積 の構 造 が 異 な るた め 、一 方 の

コン ピュー タの デ ー タを他 方 の コ ン ピュー タでは そ の ま ま使 えず 、デ

ー タの形 式 の 変 換 等 の 処 理 が必 要 で あ る
。

VANと は 、公 衆 電 気 通 信 事 業 者 の 回線 を利 用 して、 顧 客 の ニ ー ズに

応 じて 、 コ ン ピ ュー タの 編 集 、検 索、 蓄積 等 の機 能 を用 い 、 情報 の 形

式 を変 え る な どの 処 理 を行 う情 報処 理 サ ー ビスの 一 形態 で あ る。 実 態

上オ ンライ ン情報処理 サー ビスの一 つのサービス メニ ュー と して 、あ るい は

情報 処 理 サー ビス の中に 組み込 まれた形で 不可 避的に行われ るもの である。

我 が 国 では 、57年10月 の い わ ゆ る第 二 次 通信 回 線 開放 に よ り、

主 と して 中小 企 業 向 け との限定つ きなが ら民間 事 業者 に よるVANサ ー

ビスが 認 め られ 、現 在 、 い くつ かの シス テ ムが稼 動 中 で あ る。
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VANを 導 入 す るメ リッ トと して は、 次 の よ うな もの が 考 え られ る。

① 次の ような処理 をVANで 共 通 的 に行 うこ とが可 能 とな るた め、 セ

ンタ ーや 端 末 の 負荷 が軽 減 さ れ る。

〔パ ケ ッ ト交 換 、 速度 変 換 、 符号 変 換 、 フ ォーマ ッ ト変 換、 プ ロ

トコル 変 換 、 メ デ ィア変換 な ど 〕

②VANと 結 ぶ こ と で 、 容 易 に 広 域 の ネ ソ ト ワ ー ク の 構 成 が 可 能 と

な る と と も に 、VANに 接 続 さ れ て い る各 種 の セ ン タ ー 、端 末 と 容 易

に 情 報 の や り と り が 可 能 と な る 。

VANは 、 広 域 化 、 多 機 能 化 の 方 向 に 進 む と 考 え ら れ る が 、 そ の

た め に は 、VANを 構 成 す る ソ フ ト ウ ェ ア の 一 層 の 充 実 を 図 る 必 要

が あ る 。

(注)パ ケ ッ ト交換

デ ィジタル デ ータを小 包み(パ ケ ッ ト)の よ うに 「あ て先番 号 」を もっ

た一 定 の長 さに 分割 し、 このパ ケ ッ トを交換 機 で、一 度蓄 積 してか ら 「あ

て先 番 号 」に応 じて交換 す る方 式。

(注)速 度 変換

伝 送 速度 の異 な る コン ピュー タや端 末 間 で の デー タのや り と りを可能 と

す る た め、 速 度 の変 換 を行 う機 能。

(注)符 号 変換

情報 をデ ィジ タル 化 して伝送 す る場 合 は、符 号 化 す る必要 が あ る。 この

符 号 の異 な るコ ン ピ ュー クや端 末 間 で、 デ ー タの や り と りを可 能 とす る機

能 。

(例)JIS7単 位 符 号 で"A"は 、"1000001"と い う符号 で

表 現 す る。

一 方
、他 の符 号 方式 では 、 同 じ"A"を 、"0110001"と

い う符号 で表現 してい る。
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(注)フ ォーマット変換

データの送 り手 と受け手でデータの書式やサイズなどのフォーマットが

異なる場合、フォーマット変換を行 うことで、データのやりとりが可能 と

なる。

(例)送 り 手 一一 〉 受 け 手

(縦書きA4サ イズ)フ ォーマット変換(横 書 きB4サ イズ)

(注)プ ロトコル変換

コンピュータや端末間でデータのや りとりを行 う際に
、データの形式な

どの約束ごとを同 じにする必要がある。 この約束ごとをプロトコルと呼ぶ。

プロトコルが異なるコンピュータや端末間でのデータのやりとりを可能

とするのがプロトコル変換機能である。

(注)メ ディア変換

データの送 り手 と受け手で使用する情報の形態が異なる場合に、メディ

ア変換を行 うことで情報のやりとりが可能 となる。

(例)送 り 手 一 一ー一一一一ー一一〉 受 け 手

(電話機…音声)メ ディア変換(フ ァクシミリ…文字)

(4)テ レテ キ ス ト(文 字放 送)

テ レテ キ ス トとは 、文 字 ・図 形信 号 を テ レ ビ放 送 に 乗せ て 伝送 し、

テ レビ受 像 機 に 出 力表 示 す る シ ステ ムの 総 称 で、通 常 の テ レビ放 送 の

す き間 を利 用 し、 多重 化 して 送 る文 字 多 重放 送 と、 テ レビ1チ ャ ンネ

ル をす べ て利 用 し、 大 量 の文 字 ・図 形 を送 る専 用 波 文字 放 送 とが あ る。

我 が 国 で は、 現 在 、NHKで テ レテ キ ス トに よる聴 力 障害 者 向け の

字 幕 サ ー ビス を開 始 して い る。

テ レテ キ ス トに は 、

① 家 庭 の テ レビ受 像 機 に ア ダ プタ ー をつ け るだけ で、 容易 に受信 す

る こ とが で きる。
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② 選 択 性 ・速報 性 を兼 ね備 え て い る。

な どの優 れ た 点 が あ る。

ま た、 提 供 され る サ ー ビス と して は 、 次 の もの が考 え られ る。

① 情報 検 索 サ ー ビス(ニ ュー ス、 天 気 予 報、 広 報 、そ の 他)

② 聴 力 障害 者 向 け の字 幕 サ ー ビス

③ 付 加 情報 サ ー ビス(本 放 送 の情 報 を よ り詳 細 に補 足す るサ ー ビス)

今 後 は 、 ハ イ ブ リソ ド方式 の導 入 や帯 域 を広 め る こと(例 えば 、 テ

レビ放 送1チ ャ ンネ ル をす べ て 使 う)に よ り、情 報量 の拡 大 を図 る方

向に進 む と考 え られ る。

(注)ハ イブリッド方式

画像をディジタル信号で伝送する方式の一つで、文字や図形を符号(コ ー

ド)に 変換 して伝送するコー ド伝送方式と画像 を点の集まりに分解 して伝送

するパターン伝送方式を組み合わせた方式。

㈲ フ ァ クシ ミ リ放 送

フ ァ ク シ ミ リ放 送 とは 、写 真 な どの 静止 画 像 や文 字 ・図形 情報 を テ

レ ビ電 波 の す き間に 多 重 化 して放 送 し、 主 と して受 信 側 で は紙 に プ リ

ン トす る よ うに した シス テ ムで あ る。

我 が 国 に お い て は 、実 用 化 に 向け て研 究 開発 が進 め られ て い る段階

で あ る。

フ ァク シ ミリ放 送 は 、 次 の ような特 徴 が ある。

① 写 真 な どの 濃 淡 を持 つ 図 形 の 伝 送 が可 能'

② 情報 量 が テ レテ キ ス トに比 べ て格 段 に 多い

この た め 、放 送 の 速 報 性 、 広域 性 に 活字 媒 体 の詳 細性 と記 録 性 を持

たせ る こ とが 可 能 と な り、 放 送 に一 層 の 多様 性 、 選択 性 を もた らす も

一20一



の と考 え られ る。

今 後 の 発 展 の た め には 、 衛 星放 送 の よ うな新 しい チ ャ ンネル の利 用

や低 廉 な プ リンタ ーの 開 発 な どが 必 要 とな ろ う。

(6)衛 星通信

赤道 上 高 度 約35,800㎞ の 円軌 道 の 衛 星 は周 期が24時 間 で、 地球

の 自転 周 期 と一 致 す るた め、 地球 上か ら静止 して 見 え る こ とか ら静止

衛 星 と呼 ば れ て い る。一 般 に 、 この 静止 衛 星 を用 い て 地上 か らの 電波

を受 け、 増 幅 して 地 上 に 向 け 、電 波を発射 し、通信 を行 う形態 を衛 星通

信 と呼 ん でい る。

我 が 国に お いて は、 現 在 、 実用 通信 衛 星CS-2aと そ の予 備 衛 星

CS-2bが 打 ち上 げ られ て お り、 また、62年 頃 に は 、 よ り大 型 の

実 用 通 信 衛 星CS-3の 打 ち上 げが 計画 され てい る。

衛 星通 信 は 、

① 衛 星一 つ で 日本 国 内い ず れ の地 点 で も、容易に伝送 路 の設 定が可能

② 広 帯 域 伝 送 路 が確 保 で き るた め、 テ レ ビ信 号等 の 伝 送 が容 易

③ 伝 送 品 質 ・伝 送 コス トが 距離 に 無 関係 で、 長 距 離 通信 に有 利

④ 一 ケ所 か ら多 数 の地 点 に 同 じ情 報 を送 る同 報 通信 が 容易

⑤ 災 害 に強 く、 非 常 用 の 通信 確 保 に有 効

⑥ 移 動 体 との 通信 が容 易

な どの 優 れ た 特 質 を持 って お り、今 後 の情 報化 に おい て 、重 要 な役

割 を果 た して い くと考 え られ る。

将 来 、 衛 星通 信 を用 い た サ ー ビス と しては 、

① 高 速 デ ータ 伝 送 サ ー ビス

② 高 速 フ ァ ク シ ミ リ伝 送 サ ー ビス
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③ テ レビ会議 シス テ ム

④CATVへ の番 組 配 信 サ ー ビス

⑤ 移 動体 通 信 サ ー ビス

な どが あ げ られ る。

衛 星 の 今 後 の 技 術 動 向 と しては 、 衛 星の 大 型 化 、 長 寿 命化 、 マ ル チ

ビー ム ア ンテ ナ の導 入 、 衛 星上 の 交 換 機能 ・処 理 機 能 の 導 入 な どの 高

度 化 が 進 む と考 え られ る。

衛 星通 信 の問 題 点 と しては 、 地上 回線 網に 比 して 高価 で あ る こ と、

伝 送 遅延 が 発生 す る こ とな どが あげ られ 、 今 後 は コ ス トの低 減 を図 る

た めの 技 術 開 発 が 重 要 と なる。

(注)広 帯域伝送路

情報の伝送のための周波数の幅(帯 域)が 広いため、多くの情報量が伝送

できる伝送路のこと。

(注)番 組配信サービス

テレビ番組などをCATVや 放送局へ伝送するサービス。

(注)移 動体通信サービス

自動車、船舶、航空機などの移動体との通信を行 うサービス。

(注)マ ルチビームアンテナ

衛星通信のサービス地域を複数に分割 し、衛星上からそれぞれの地域ごと

に別々の電波を送受信するようにした衛星上のアンテナのこと。

このアンテナを用いることで、伝送容量の拡大等が図られる。

(注)伝 送遅延

衛星通信では、往復7万k皿 以上の伝送距離があり、0.24～0.27秒

程度の伝送の遅れが発生する。

(7)衛 星 放送

衛 星通 信 と同 様 に 静止 衛 星 を利 用 して行 う放 送 の形 態 を衛 星放 送 と

い う。我 が 国 に お い ては 、 昭和59年 に実 用放 送 衛 星BS-2a、 昭
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和60年 に そ の予備 衛 星BS-2bの 打上 げ が予 定 され て お り、 また 、

昭 和63年 頃 に は よ り大 型 の実 用 放 送衛 星BS-3の 打 上 げ が計 画'さ

れ てい るo

衛 星放送 に は、 次 の よ うな特徴 が あ る。

① 衛 星一 つ で 日本 全国 を 良質 の 電 波 で カバ ーで きる

② 非 常 災害 時の 放 送 の 確保 が 容易

③ 番 組 中継 放 送 の機 動 力 の 向 上

④ 船 舶 な どに おけ るテ レビ受信

今 後 、 この新 しい 放 送 チ ャ ンネ ル を用 い る こ とで、

① 高 精 細度 テ レ ビ放 送

②PCM音 声放 送

③ フ ァク シ ミ リ放 送

④ テ レテ キ ス ト(文 字放 送)

⑤ 有 料 テ レビ放 送

な どの サ ー ビス を提 供 して い くこ とが期 待 され て い る。

今 後 の方 向 と して は 、放 送 衛 星 の大 型 化、 大 出力 化、 長 寿命 化 が あ

げ られ 、 これ らに 対 応 した 技 術 開 発並 び に コス トの低減 を 図 るた め の

技 術 開発 が重 要 とな る。

(注)PCM(PulseCodeModulation)音 声放送

音声をデ ィジタル信号に変換 し、放送する方式のことで、従来のアナログ

を用いた方式に比べ、雑音や歪みの少ない高品質の音声放送が可能 となる。

(8)ISDN(lntegratedServicesDigita1Network:デ ィジ

タル 総 合 サ ー ビス網)

ISDNは 音 声 、 デ ータ 、画 像 、 映像 のす べ ての 情報 を デ ィ ジタル

化 して統 一 的 に 伝送 、交 換す る通信 ネ ッ トワー クの こ とで あ り、 電 話
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網 をは じめ と した既 存 の アナ ログ型 電 気 通信 網 を超 え る新 た な発 展 形

態 と して 、大 きな 期待 が 寄せ られ てい る。

我 が 国 に お い て は 、電 電公 社 に よ りISDNと して高 度 情報 通信 シ

ス テ ム(INS:InformationNetworkSystem)が 提 唱 され、

現 在 、 東 京 都 の 武 蔵 野 ・三 鷹 地 区 を 中心 に実 験計画 が 進 め られ て い る。

ISDNの 導 入 に よ り、 通 信 ネ ッ トワー クに 次 の よ うなメ リソ トが

生 まれ る もの と考 え られ る。

① 一 つ の 通信 ネ ッ トワー クに よ り複数 の 異 な った サ ー ビス を同時 に

提 供 す る こ とが 可 能(例:音 声 と フ ァク シ ミ リの 同時 通信)

② コ ン ピ ュー タで の認 識 、処 理 ・加 工 が 容 易 とな り、 各種 の 付加 サ

ー ビス の提 供 が可 能(例:同 報 通 信)

③ 機械 的 な ス イ ソチ の ない交 換 機 が実 現 す る な ど、LSI技 術 の 発

達 に よ り、 通信 装 置 の小型 化、 経 済化 、 高信 頼 化 、低 電 力化 が可 能

④ 雑 音 や 減 衰の 累加 が な くな り、 通信 品 質 が 向上

ISDNは 、 双 方 向性 、 高 速性 、 コ ン ピュ ータ との親 和 性 の 向上 と

い った数 多 くの 優れ た 点 が あ り、 将来は これ を もとに して・ 多様 な情 報

シ ス テ ムが 構築 され 、 様 々なサ ー ビス の提 供 が 可 能 とな るな ど、 高 度

情 報 化社 会 に お け る イ ン フ ラス トラ クチ ャー と して の 役割 を担 う こ と

が 期 待 され て い る。

ISDNに つ い て は、 当初 は 既存 の 電話 網 の デ ィジタ ル化 を中心 と

した音 声 、 デ ー タ、 画像 の 伝 送 のた め の 、 ネ ッ トワ ー クが ま ず 完

成 して い くと考 え られ る。 さ らに 映 像 まで 含 め た 広 帯 域 の ネ ッ ト ワ

ークの実 現 につ い ては 、 光 フ ァイノミー ケ ー ブル の低 コス ト化 を含 め、

ま だ 今 後 の技 術 開発 に負 うと ころが 大 きい と考 え られ る。
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(注)ア ナログ

情報を音波のように連続 した信号で表わす方式。

情報を信号の有無などの2つ の状態(0,1)で 表わすディジタル方式に

対比して用いられる。

(注)同 報通信

同一の情報を一つの地点から多数の相手に一斉に伝送する方式。

(例)会 議の案内を事務局から出席者全員にファクシミリで伝送する場

合な ど6

(g)パ ソケ ー ジ系 の ニ ュー メデ ィア

「パ ッケ ー ジ系 メ デ ィア」 とは、 「記 録媒 体 に 記録 され た 情 報 を人

手 か ら人 手 に 運 搬 す る こ とに よ り、 伝 達 す る手 段」 と定 義 され る。

パ ッケ ー ジ系 には 、 次 の よ うなメ リッ トが あ る。

① 好 きな時 に繰 り返 し利 用 可能

② 長 時 間利 用 して も コス トア ップに な らな い

③ 持 ち運 び が 可能

④ 記録 、 録 画 な どの記憶 で き る機 能 を持 つ ものが あ る

反面 、次 の よ うな デ メ リ ッ トもあ る。

① 常 に変 化 す る情報 に 向 か ない

② 一 回 しか利 用 しな い情 報 に つ いて は 、 コ ス ト高 とな る

パ ッケ ー ジ系 の ニ ューメ デ ィア と して 、一 般 に呼 ば れ て い る もの に、

ビデ オデ ィス ク、DAD(デ ィジタ ル ・オ ー デ ィオ ・デ ィス ク)、D

AT(デ ィ ジ タル ・オ ー デ ィ オ ・ テ ー プ)が あ り 、 こ れ ら は 現 在 、 実 用

化 の 段 階 をむ か え て い る。 今 後 は さ らに、 光 カ ー ド、ICメ モ リカ ー

ドな どが新 た に 加 わ って くる もの と考え られ る。

これ らの パ ッケ ー ジ系 ニ ュー メ デ ィアは 、従 来 の パ ソケー ジ系 メデ
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イ ア(書 籍 、 新 駅 雑 誌 、 レ ・ 一 ド、 映 画 フ ・ ル ム 、VTR等)に 比

較 し て 、

①

②

③

④

⑤

情 報 記録 の 高・密度化

情報 の検 索 時 間 の短 縮 化

音 声 、映 像 の 高 品 質 化

ひ とつ の 記録 媒 体 に音 声 、データ、画像 、映 像を同時に記録 で きる

デ ィ ジタ ル化 に よる コ ン ピュ ータ との親 和 性 の 向 上

な ど の 特 徴 を も っ て い る 。

今 後 、 こ れ ら の パ ッ ケ ー ジ 系 ニ ュ ー メ デ ィ ア は 、 そ の 特 徴 を 生 か し

な が ら 幅 広 い 分 野 に 普 及 す る も の と 予 想 さ れ 、 こ の た め に は 、 規 格 の

統 一 や 新 た な 高 密 度 記 録 方 式 の 開 発 が 望 ま れ て い る 。

(注)ビ デ オデ ィス ク

レ コ ー ド状 の 円盤(デ ィス ク)に 高 品 質 の映 像 と音 声 を 多重化 して記録 し

た もの。 専 用 の ブ レヤ ー をテ レ ビ受 像機 に接続 して視 聴 す る。

(注)DAD(デ ィ ジタル ・オ ーデ ィオ ・デ ィス ク)

デ ィ ジ タル 化 した音 声 信号 を円盤(デ ィス ク)に 記録 した もの。 従 来 の レ

コー ドに比 べ小 型 化 が可 能、 キズ や ホ コ リに強 く使 用 に よ る 劣 化 が 少 ない

な どの特 徴 が あ る。

(注)DAT(デ ィジ タル ・オ ー デ ィオ ・テー プ)

音 声 をデ ィ ジタル化 す る こ とに よ り、 高 品 質 な音 声 の記録 、 再 生が 可能 な

磁気 テ ー プ及 び装 置(デ ッキ)。

(注)光 カー ド

レ ーザ 光 で カー ド上 の信号 を読 み取 るな ど新 しい 記録技 術 を用 い て、格 段

に 記 憶 容 量 の 拡 大 を 図 っ た カ ー ド。

(注)ICメ モ リカー ド

カ ー ドの 中 に マ イク ロプ ロセ ッサ や半導 体 メモ リを組 み込 み、従 来 の磁 気

カー ドに比 べ 、 記憶 容 量 の拡 大 や機 密 保護 機 能 の強化 を図 った カ ー ド。
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OO)各 種 メ デ ィア間の 競合 につ いて

個 々の ニ ューメ デ ィ アがそ れ ぞ れ 高度 化 ・多様 化 して い くこ とに よ

り、 既存 メ デ ィアで は 得 られ なか ったサ ー ビス を提 供 す る こ とが 可 能

とな り、 利用 者 に とっ て よ り便 利 な もの とな ってい く。

一 方 、 ニ ュ ーメ デ ィア の高 度 化 ・多様 化 に伴 い、 一 部 で は 既存 メ デ

ィ アあ るい は 、他 の ニ ューメ デ ィア との 間 での 機能 の類 似 化 、 提 供 サ

ー ビスの競 合 化 が進 む こ と も予 想 され る。

将 来 に お い て予 想 され る競 合 の例 と して 、 ニ ュー メデ ィア と既存 メ

デ ィア間 で は 、 フ ァ ク シ ミ リ放 送 と活字 媒 体 、VANに よる電子 メ ー

ル と郵 便 、 衛 星放 送 と地 上放 送 な どが 考 え ら.れる。 ま た、 ニ ュー メデ

ィア間 では 、 テ レテ キ ス トと ビデ オ テ ックス、 ビデ オ テ ックス と双 方

向CATV、ISDNと 双 方 向CATVな どの競 合 が 考 え られ よ う。

この よ うな メ デ ィア 間の 競 合 は 、利 用 者 に と って、 多種 多 様 なサ ー

ビス が受 け られ、 選 択 の 幅 が増 え る こ と、 きめ細 か なサ ー ビス を受 け

られ る 可 能 性 が 高 ま る こ とな ど、数 多 くの メ リ ッ トが 期待 され て お

り、行政 が 介 入 す る こ と に よ りか え って 、 ニ ューメ デ ィア の発 展 の

可 能 性 の 芽 を摘 み 、 利 用 者 の 選択 の 幅 を狭 め て しま うこ との な い よ う

にす べ きで ある。

現 在 、競 合す ると考 え られ ているもの も、利 用者 の選 択 の結 果 、そ れ ぞ

れ の特 徴 を生 か す 形 で メ デ ィ ア間 の相 互補 完 に より最適 なす み 分 け が 、

実 現 して い くもの と考 え られ る。
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3.ニ ューメ デ ィアサ ー ビス の 可能性

今後 、 そ れ ぞ れ の ニ ューメ デ ィアが 、 そ の特 徴 を生 か しなが ら、 産 業 ・

社 会 の 幅広 い分 野 に お い て構 築 され る各 種 の 情 報 シ ステ ムに 活 用 され る こ

とが期待 され る。

各 業 種 、 各 分 野 に お い て 現在導 入 さ れ、 また は 、 将 来 導入 が 予 想 され る

情 報 シス テ ム、 提 供 サ ー ビスの例 は 表1の とお りで ある。
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一表1各 分 野 に 導 入 が 予 想 さ れ る ニ ュ ー メ デ ィ ア に よ る サ ー ビ ス の 例

(◎:現 在、一部導入されているもの○:今 後の導入が予想されるもの)

ニ ュ ー メ デ ィ ア の 例

分 野 導 入 が 予 想 さ れ る サ ー ビ ス 例 片 方 向 双 方 向 パ ッ ケ ー ジ 系

テ レ テ キ ス ト' フ ァ ク シ.ミ リ放 送 ビ デ オ テ ック ス 双 方 向CATV
VAN

を使 った シス テ ム
(ビ デ オディスク、DAD等)

第 産 農 林 水 産 業 ○生鮮食料品流通情報サービス ◎
一

1次 業 ○ 気 象 デ ー タベ ース サ ー ビス ○ ○ ○

第'
製 造 業 ○ 製 造 ・卸 ・小売 間流 通 情報 シス テ ム ○

二 (流 通情 報 デ ー タベ ース サ ー ビス 等)

次

産
○ ホ ー ム シ ・ ッ ピ ン グ ○ ○

業 ○ ダ イ レ ク ト ・マ ー ケ テ ィ ン グ ○ ○

卸 小 売 業 ○ 製 造 ・卸 ・小 売 間 流通 情報 シス テ ム ○

(流 通 情報 デ ータベ ース サ ー ビス等)

○ ホ ー ム シ ョッ ピ ン グ. ○ ○

銀 行 業 ○ エ レ ク ト ロニ ッ ク ・バ ン キ ン グ ○ ○ ◎ ●

第

、

(在 宅 送 金 、振込 サ ー ビス、集 金 代行

サ ー ビス等)

三 証 券 業 ○ ホ ー ムデ ィー リ ン グ ○ ○ ◎

次
(株 式情報提供サービス、在宅証券売

買 サ ー ビス等)

産 信 販 業 ○ ク レ ジ ッ トオ ン ライ ン情 報 システ ム ○

業
(ク レ ジ ッ トカ ー ドの照 会、 自動振 替

サ ー ビス等)

不 動 産 業 ○ 物件 デ ー タベ ース サー ビス ○ ○ ○

○遠隔防犯防災サービス ○

1

運 輸 業 ○座席等各種予約サービス ○ ○ ◎

1

○総合運行管理システム ○
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分 野 導 入 が 予 想 さ れ る サ ー ビス例

ニ ュ ー メ デ ィ ア の 例

片 方 向 双 方 向 パ ッ ケ ー ジ 系

(ビ デ オ ディス久DAD等)テ レテ キス ト
9フ

ァク シ ミ リ放 送 ビ デ オ テ ック ス 双 方 向CATV
VAN

を使 った シス テ ム

第

三

次

産

業

通 信 業 ○ 電 子 メール ○ ○

旅 行 業 ○ ホ テル等 各 種予 約 サ ービス

○ 旅 行 コ ンサル テ ィング サ ー ビス

○

○

○

○

◎

電気 ・ガス ・水道 業 ○ 遠 隔検 針 サ ー ビス

(テ レメ ー タ リング)

○ 遠 隔 防 災 サ ー ビス

○

○

○

出 版 業 ○ パ ッケ ー ジ系 の 出版 サ ー ビス

(ビ デ オ デ ィス ク百科 辞 典等)

○ 電子 雑 誌 、電 子 文庫 ○ ○

○

○

○

新 聞 業 ○ 電 子 新 聞 ヤ

○ 記事 情報 デ ー タベ ース サ ー ビス

○ 在宅 世論 調 査

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

放 送 業 ○在宅学習システム ○ ○ ○ ○ ○

映 画 業 ○ パ ッケー ジ系 及 びペ イ テ レ ビ等 に よる

映 画 サ ー ビス

○ ◎

ニ ュ ー ス 提 供 業 ○ ダ イ レク トニ ュース提 供 サ ー ビス ○ ○ ○ ○

情報処理サービス業 ○ リモ ー ト コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ サ ー ビ ス ○ ○

デ ー タ ベ ー ス 業 ○情報検索サービス ○ ○ ○ ○ ◎

広 告 業 ○ イ ン フ ォマ ー シ ャル ○ ○ ○ ○

社

会

分

野

医 療 ○ 救 急 医療 サ ー ビス

○ 医療 デ ー タベ ー スサ ー ビス

○ 医療 コン サル テ ィ ングサ ー ビス

○ ○

○

◎

◎

教 育 ○ 在 宅学 習 シス テ ム

OCAIシ ステ ム

○ 教 育情 報 デ ー タベ ースサ ー ビス

○

○

○

○

○

○ ○

○

○
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ニ ュ ー メ デ ィ ア の 例

分 野 導 入 が 予 想 さ れ る サ ー ビス 例 片 方 向 双 方 向 パ ッ ケ ー ジ 系

テ レテ キス ト フ ァ ク シ ミ リ放 送 ・ ビ デ オ テ ッ ク ス 双 方 向CATV
VAN

を使 った シス テ ム
(ビ デ オ ディスク、DAD等)

行 政 ○在宅行政サービス ○ ○

社
(住 民票の転送、印鑑証明の発行等) 1

会 ○統計調査電送 システム ○ ○

分 ○遠隔防犯防災サービス ○

○ 行 政 関連 情 報 デ ー タベ ースサ ー ビス ○ 10 ○ ○ ○
野

各分野に共通するもの ○在宅勤務システム ○

○ テ レ ビ会議 システ ム ○

○ テ レ コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム
○
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第3節 産業 ・社会 に お け る情 報 化 の動 向 及び その イ ンパ ク ト

1.産 業分 野vak・ け る情報 化 の イ ンパ ク ト

(1)産 業分 野 に お け る情報 化 の進 展

産 業 分 野 に お い て は、 第 一 に 、 情 報 化 に よ り 企業 活 動 の 合 理化 を図

る こ とが で きない か、 第 二 に情 報 関 連 分 野 に新 た な ビジ ネス チ ャ ンス を

見 い だ しえ ない か 、 とい う二 つ の観 点 か ら情 報 化 に対 す る積 極 的 な取 り

組 み がみ られ る。

① 産 業 分 野 に おけ る情 報 化進 展 の パ タ ー ン

企 業 活 動 の合 理 化 を 目的 と した 情 報化 は 、 お おむ ね 次 の 三 つの パ タ

ー ンに類 型 化 で きる。

(i)研 究開発 製 造部 門 、 事務 管理 部 門、 流通 販 売部 門 に おけ る各 々 の

情 報化

㈲ 各部 門 を結 ん だ社 内 ネ ッ トワー ク化

杣 製 造 業 、 特 約店 、 問屋 な ど関連 企 業へ 及ぶ 生産 流 通 ラ イ ンの オ ン

ライ ン化

(i)、(ii)は現 在 、ほ とん どあ らゆ る業種 にお い て積 極 的 に進 め られ て

お り、(iii)もか な りの企 業 で導 入 が 図 られつ つ あ る。 また 、銀 行 、 製 造

業 、 運 輸 業 とい った 異 業種 企 業 間 の ネ ッ トワー ク化 が一 部企 業 に お い

て検 討 され るに至 っ て い る。 さ らに 、将 来 に お いて は 、産 業 分 野 と社

会 、 家 庭 と を結 ぶ 広 汎 な ネ ッ トワ ー ク化 が進 展 して い くもの と考 え ら

れ る。 ニ ュ ーメ デ ィ ア を活 用 した 情 報 システ ムは 、 この よ うな情 報 化

の 進 展 に重 要 な役 割 を果 た してい くもの と考 え られ る。
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② 業種 別 の情 報 化 の 動 向

業種 別 に 情報 化 の 動 向 を概観 す る と、 以下 の よ うな特 色 が み られ る。

a.中 間製 品 生 産 型 産 業(製 品 の主 た 為需 要 者 が 産 業 、 例え ば 鉄 鋼 、

基 礎 化学)に おい ては 、社 内 ネ ッ トワー ク化や 生 産 流 通 ラ イ ンの

オ ン ライ ン化 が進 め られ てい る。

b.最 終 製 品 生 産 型 産業(製 品 の主 た る需 要者 が 消 費 者、 例 え ば 化

粧 品 、 ア パ レル)に お いて は 、 消 費 者 ニ ーズ の迅 速 か つ的 確 な把 握

や 、 顧 客 情 報 の 管理 ∴利用 の効 率 化 のた め に製 品 流 通 経路(問 屋 ～

小 売店 ・量販 店)の ネ ッ トワ ー ク化 を積 極 的 に進 め よ うと して い る。

c.第 三 次産 業 に お いて は 、流 通 、 金 融、 運 輸等 の異 業種 間 ネ ッ トワ

ー ク の構築 に よる新 しい サ ー ビス形 態 が 今 後 の 方 向 と して模 索 され

て い る。

③ 新 た な ビジ ネ スチ ャ ンスへ の参 入

以 上 の よ うな各 業種 に お け る企 業 活動 の合 理 化 の観 点 か らの情 報 化

の動 きの ほ か に 、 情 報関 連 分 野 に新 た な ビ ジネス チャンス を見いだ そ う

と して積 極 的 な展 開 を行 う動 き もみ られ る。

例 え ば 、 私 鉄 、商社 等 のCATV事 業 へ の参 入 の動 きや 、運 輸 業

(特 に宅 配 業)のVAN事 業へ の 展 開 な どが あげ られ る。

(2)産 業 分 野 に お け る情 報化 の イ ンパ ク ト

産 業 分 野 に お け る情 報 化 の進 展 が 及 ぼ す イ ンパ ク トとして は 、需 要 パ

タ ー ンの 変 化 、 競争 条 件 の 変 化 、異 業 種 企 業 間 の 競合 ・連 携 とい った も

の が 考 え られ る。(表2参 照)

① 需 要 パ タ ー ンの変 化

産 業 分 野 に よっては 、情 報化 の 進 展 に よっ て 、そ の需 要 の質 ・量 に
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変 化 が生 じ る こ とが考 え られ る。

例 え ば 、 機械 産 業 にお い て は、 マ イ ク ロ コ ン ピュ ータ を内蔵 して、

付加 価値 を高 め た製 品 や コ ン ピュータ との連 動 に よる シス テ ム化 した

製 品 に需 要 が シフ トして い る。 ま た、 光 フ ァイバ ーが 通 信 回線 と して

大量 に 使 用 さ れ る よ うに なれ ば、 将 来 的 には 銅 な どの原 材料 の 需 要原

単 位 が 変 化 す る こ と も考 え られ る。

② 競 争 条 件 の変 化

情報 化 の進 展 に よ り競争 条 件 の 変 化 が生 じ、 企 業 の情 報 化へ の対 応

の差 異 が 、 企 業 間格 差 を生 み 出 す要 因 とな る こ とも考 え られ る。 具体

的に は 以 下 の よ うな もの が 考 え られ る。

(i)生 産 ・販 売 管 理面 の ネ ソ トワー ク化

社 内 .ネッ トワー ク の構 築 、 さ らに 他 企業 との オ ン ラ イ ン化 ・ネ ッ

トワー ク化 を積 極 的 に進 め 、有 効 に 活 用す る企 業 で は 、生 産 ・販 売 ・

在 庫 コス トの 削 減、 生 産 性 の 向上 に より、収 益 力 の 向上 が 図 られ る。

この結 果 、 対 応 の遅 れ た 企業 との 間 に収益 力 の 格 差が 生 ず る可能 性

が あ る。

(ii)情 報 収 集 面 の ネ ッ トワ ー ク化

化 粧 品 、 アパ レル な どの消 費 財産 業 や ス ーパ ー、 百 貨店 な どの流

通 業 に お い て は 、 顧客 情 報 の 効率 的 な収集 ・管 理 ・利 用 を行 うこ と

に よ り、 消 費者 ニ ーズの 迅 速 か つ的 確 な把 握 が 可 能 で あ る。 この た

め、 例 え ば 、 消 費財 産 業 に お い ては 、 自社 の コン ピュ ータ と接続 す

る端 末 機 を 問屋 及 び小 売 店 に導 入 して い る企 業 が あ る。 これ に よ っ

て小 売 店 の端 末 機 を通 じて 消 費者 ニ ーズ を ダ イ レク トに把 握 す る こ

とが で きる一 方 、 消 費者 の商 品 に 対す る質 問 や 苦 情 に対 して即 座 に
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対 応 す る こ とが で き、 消 費 者 サ ー ビスの 向 上 が可 能 と な る。

また、 流 通 業 では コ ン ピュ ータ を利 用 して顧 客 情 報 の効 率 的な収

集 ・管 理 ・利 用 を 図 ってい る企 業 が あ る。 こ の よ うな き め 細 か な

対 応 の 有 無 に よ り、 販 売 促 進 や 商 品 開発 の面 で の企 業 格 差 が生 ず る

可能 性 が あ る。

㈹ 企 業 の 活 動 形態 の 変 化

情 報 化 の 一層 の 進 展 に 伴 い 、将 来 的 には 、企 業 の活 動形 態が 変 化

して い くこ と も考 え られ る。

例 えば 、 エ レク トロニ ック'バ ンキ ン グが 実 現 し、 端 末機 が 事 業

所 、家 庭 等 に設 置 され る よ うに な る と、端 末機 が 預 金 、貸 付 な ど金

融 機 能の 一 部 を持 つ の で 、本 来 の 店舗 の 機能 が 変 化 す る こ と も考 え

られ る。 また 、 ホ ー ム シ ョッ ピン グに よって小 売 店 舗 の 機 能 や サ ー

ビス内容 が変 化 す る こ と も考 え られ る。

こ う した 情報 化 に よ る店 舗 機能 の変 化 な ど企業 の 活 動 形 態 の変 化

に対 す る取 組み い か ん で は競 争 条件 に 影 響 を及ぼ す こ と も考 え られ

る。

③ 異 業種 企 業 間 の競 合

情 報 化 の 進 展 に よっ て 、従 来 の 業 種 区分 を超 え た事 業 展 開が 容 易 に

な る場 合が あ'り、異 業種 企業 との 新 た な競 合 関係 が生 じるこ と も考え

られ る。

例 え ば 、 ネ ッ トワー ク構築 の 進 展 に よ って、 証 券 業 、 信販 業 と銀 行

業 とが キ ャ ッシ ュ ・マ ネ ジ ン ン ト ・サ ー ビス等 の 分 野 にお い て競 合 が

生ず る可能性があ る。

また、流通分野におい て も、異業種か らの参 入が活発 化 し、競合 関
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係 が生 ず る こ とが考 え られ る。・例 え ば 、 宅配 業 者 は既 存 の全 国 的規模

の物 流 の ネ ソ トワー クを情 報 ネ ッ トワー ク と して 活用 す る こ とに よ っ

て 、 流通 業 の 分 野 に 参入 す る とい うケ ー スが 考 え られ る。

この ほか 、 コン ピュー タの利 用 者 が 従来 か ら蓄積 して きた情 報処 理

に 関す る ノ ウハ ウや ソ フ トウェア を生 か して シス テ ムエ ン ジニ ア リン

グ業 や 情報 処 理 サ ー ビス業 に 進 出 す る ケ ー ス や 、 鉄 道 会社 や電 力 会

社 が 自 ら路 線 網 や 配 電 線 網 を 利 用 し てCATV事 業 に参入 す る 可

能 性 な ど 、 こ れ ま で の 業 種 の 区 分 を 超 え た 事 業 展 開 が 行わ れ る こ

と に よっ て 異 業 種 企 業 と の 新 た な 競 合 関 係 が 生 ず る 可 能 性 が あ

るo

囲 キ ャ ッシ ュ ・マネ ジメ ン ト ・サ ー ビス

顧 客 の保有 す る預 金 、 債権 、 土地 な どの資 産 の情 報 を管 理 し、 自社 の保 有 す る

金 融 や経 済 情勢 な どの 情報 と結 び つ け て、顧 客 に対 し資産 の運用 方法 な どをア ド

バ イス す る サ ー ビス 。

④ 異 業 種 企 業 間 の 連 携

異 業 種 企 業 と の 競 合 が 生 ず る一 方 で 、 異 業 種 企 業 が 互 い に 補

完 し合 い 、 結 び つ き を 強 め て い く可 能 性 もあ る。

例 え ば 、 金 融 分 野 に お い て は 、 銀 行 業 と証 券 業 と の 競 合 が 生

ず る 一 方 で 、 連 携 の 動 き も 出 現 しつつ ある。 金 融 情 報 の 収 集 ・分

析 ・提 供 や キ ャ ッ シ ュ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス の 面 で 銀 行 業

と証 券 業 と が 相 互 に 機 能 を 補 完 し合 う形 で 、 連 携 し て い く可 能

性 が 考 え られ る 。

ま た 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア を利 用 した ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グや ホ ー

ム バ ン キ ン グ が 実 現 す る と 、 流 通 部 門 、 輸 送 部 門 及 び 金 融 部 門
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と が ネ ッ ト ワー ク'で結 ば れ て 新 しい 企 業 間 の 連 携 が 生 ず る こ と

と な る 。

以 上 の よ うな需 要 パ ター ンの変 化 、競 争条 件 の 変 化 、異 業 種 企 業 間

の競 合 ・連 携 に よって 、産 業 構 造 、産 業 組織 、就 業 構 造 に対 して さ ら

に大 き なイ ンパ ク トが 生 じる 可能 性が 考 え られ る。
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第

一

次

産

業

第

次

産

業

業 種

農 林 水 産 業

中間製品生産型産業

(製 品の主たる需要

者が産業)

ex.鉄 鋼

非 鉄

基礎化学

一般機械

精密機械

電気機械

紙 パ

窯 業

最終製品生産型産業

(製 品の主たる需要

者が消費者)

ex.洗 剤

化 粧 品

自 動 車

電気機器

アパレル

住宅産業

表2 情 報 化 の 進 展 に よ る 産 業 分 野 へ の イ ン パ ク ト

現 状

① 農 協 ・漁協 の事 務処理 面 の コン ピ ュー タの導 入

② 農 協 間 の ネ ッ トワーク化 の進 展

① 生 産 工程 の合 理 化(納 期短 縮 、 ノ ース トック化 、 多品 種

少 量 生 産 へ の対 応)

② 研 究開発 、事 務 管理 、生産 管理 、営業 販 売部 門ごとの情 報化 、

さ らに これ らの 部門 を統合 した社 内ネ ッ トワ ーク化 の進 展

③ 販 社 、関 連会 社 、特 約 店 との オ ン ライ ン化 の進 展

① 生産工程の合理化(多 品種少量生産への対応)

② 研究開発、事務管理、生産管理、営業販売部門ごとの情

報化、さらにこれらの部門を統合 した社内ネットワークイピ

の進展 一

③ 販社、関連会社、特約店とのオンライン化の進展

今 、 後 の 方 向 イ ン パ ク ト

① 各種の情報システムの生産活動への適用

(生 鮮食料品流通情報システム、気象情報提供システム等)

② 生産～貯蔵～出荷の管理を結びつけた総合システムの構

築

③ 農協間ネッ・トワークの大規模化 ・高度化

① 生産性の向上、生産体制の安定化等による収益の向上、

安定化

・マイコンを利用 した装置産業化の進展

・気象情報等の活用による自然現象の克服

・市況情報の把握による収入の増大

② 農協間ネットワークを利用 した金融業等異業種への参入

銀 行 、運 送会 社等 異 業 種 を結 ん だ異業 種 間 ネ ッ トワー クへ

(ex.VAN)1

① 需 要 の質 ・量 の変 化

(ex.機 械 一 コ ン ピュー タ との連 動 に よ るシス テ ム化 し

た 製 品 に シ フ ト、 光 フ ァイバ ー の普 及 に よる銅 等代 替材

需 要 の原単 位変 化)

② 異 業 種 との競合 、 連携

(ex.一 般 機械 業 と電 子機 器 業 の間 に 拾け る情 報 シス テ

ム機 器 の共 同 開発、OEM)

③ 各 部門 、各業 種間 シス テ ム化 の成 否 に よ る収益 力格 差 の

拡 大

④ 異 業 種 へ の参 入

(ex.従 来蓄 積 した ソ フ トウ ェア等 を商 品 と した システ

ム エ ン ジニ ア リング事業 へ の進 出)

①,銀 行 、 運送 会社 等 異 業 種 を結 ん だ異 業 種間 ネ ッ トワー ク

へ(ex.VAN)一

② 製 品流 通経 路 の ネ ッ トワ ーク化

一(小 売 店 との パ ソゴン ・ネ ットワーク化
、 量販店 とのオ ン

ライン化)レ ー

③ 顧 客 情報 の収 集 ・利 用 ・管 理 の シス テ ム化

④ 無 店舗 販 売(ダ イ レク ト ・マ ー ケテ ィング)の 活用

① 競 争条 件 の質 的変 化

・消費者 ニーズ の迅速 的 確 な把 握

・タイ ム リー なマ ー ケテ ィング戦 略

・流 通ル ー トの系 列化

・顧 客情報 の管理 ・利 用

② 需 要 の質 ・量 の変 化

(ex.音 響 メー カー の映 像 関連 機 器 へ の シ フ ト)

③ 流 通部 門 の再 編成

一41～42-
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業 種 現 状 今 後 の 方 向 イ ン パ ク ト

第
二

④ 異業種への参入

次
産

(ex.従 来 蓄積 した ソフ トウ ェア等 を商 品 とした シス テ

業 ! ムエ ン ジニ ア リン グ事 業 へ の進 出)

流 通 業 ①'仕 入 先 、系 列小 売店 との流 通オ ン ライン化 ① 家 庭端 末 を利 用 したホ ー ム シ ・ッピン グ ① 競争条件の質的変化

②POS端 末 の導 入(2,100店 舗 が導 入) ② 銀行、運輸業等異業種間ネットワーク化の進展 ・商品販売情報の分析
、情報提供に関する競争

③ カタログ通信販売等の無店舗販売 ③ ク レジ ッ'トカー ドを利用 した顧客 情 報 の収 集 ・管 理 ・利 用 ・競争の多層化(店 舗間、店舗と無店舗間)

第 ④ コ ン ピュー タに よ る物 流 制御 の進 展 ・異業種からの参入

② 小売店舗の機能の変化(情 報提供サービスの重要性の増大)

| ③ 企業間格差の拡大

信 販 業 ① 販 売 オ ー ソ リゼ ー シ ・ン(無 効 カー ドチ ェ ック 、.与信 残 高 ① 加盟店における共同端末機の設置 ① 異 業 種か らの参 入(ex.流 通、銀 行 、 消費 者 金融)

三 チ ェック の情 報化 、機 械 化) ② 信 販 業 者間 の共 通 ネ ッ トワーク化 、 共 通 デー タベ ー ス化 ② 事務処理合理化による企業間格差の拡大

② 信用調査機関の機械化(個 人信用情報機関と企業のオン
1 ③ 中小信販の協業化

ラ イ ン化)l

l
銀 行 業 ① 本支店間のオンライン化 ① 異 業 種 間 ネ ッ トワー クの進 展 ① 他の金融業 との競合 ・連携

'

次 ② 都 銀 間、 地銀 間 等 に おけ るCDオ ン ライ ン提 携 シス テ ム (フ ァ ー ムバ ン キ ン グ) ・ノ ンバ ン ク(証 券
、 消費者 金 融等)の 銀 行 業務 へ の進 出

(中 小 金 融 機 関 に 拾け るオ ン ライ ン化 は遅 れ てい る) ② ホ ー ムバ ンキ ング の進 展 ・銀 行 の キ ャ ッ シ ュ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス へ の 進 出

③ キ ャ ッ シ ン グ サ ー ビス(カ ー ドシ ・ ッ ピ ン グ)へ の 進 出 ② 取引先の拡充、関係強化

④ ポータブル端末の導入 ③ 店舗機能の変化

産 ④ 企業間格差の拡大(中 小金融機関の協業化) 一

証 券 業 ① 本支店間のオンライン化 ① 家庭 端末 を利 用 したホ ー ムデ ィー リン グ ① 異業種との競合 ・連携

業 ② 顧客(企 業 ・個人)を 対象とした各種情報提供サービス ② 銀行等異業種間ネットワーク化の進展 ② 競争条件の質的変化(情 報提供に関する競争へ)

(ミ ニ フ ァ ッ ク ス 、 パ ソ コ ン ・ネ ッ トワ ー ク) ③ キ ャ ッ シ ュ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス の 拡 充 ③ 企業間格差の拡大

不 動 産 業 ① 本店、特約代理店間の住宅の流通情報システム
、

① 社 内ネ ッ トワーク化 の進 展 ① 物件情報量の差による企業間格差の拡大

② 顧客の物件取得時の資金計画コンサルティングシステム (販 売 、設 計、 資材 部 門 の トー タル シス テ ム) ② 異業種への参入(CATV業)

②LAN等 の導入 に対応 で きるオ フ ィス ビル の建設

③ 一 般 家屋 等 に対 す るセ キ ュ リテ ィシス テ ムの提供

・

-43～44一

一一 ・一一 一 ーー ー ー ー ー 一 ・ ・一 一・





業 種 現 状 今 後 の 方 向 イ ン パ ク ト

運 輸 業 運行管理部門、事務管理部門、集配部門のシステム化及びそ ① 銀行等異業種間ネットワーク化の進展 ① 企業間格差の拡大

(ト ラ ック輸 送) の ネ ッ トワ ー ク 化 ② 物 流経 路 のネ ッ トワー ク化(取 次店 を 中心 とす るパ ソ コ ② 異業種との競合 ・連携(取 次店と製造業者、農産物産地 と

ン ・ネ ッ トワ ー ク 化) の直結による流通業界への参入)

③ 異業種への参入(情 報処理サービス業)

旅 行 業 ① 事務管理、営業販売業務のシステム化及びそのネット ① 銀行等異業種間ネットワーク化の進展 ① 異業種との連携 ・競合

第 ワー ク化 ② 家庭端末 を利用 した旅行情報の提供及び在宅予約システ (航空会社等の直接予約システム)

② 鉄道、航空会社等運輸業を中心とした関連企業のネット ムの構築 ② 提供する情報量の差による企業間格差の拡大

ワー ク化

出 版 業 OA化(原 稿作 成 に おけ る ワー ドプ ロセ ッサ の導 入 、印 刷 発
1

① 出版 物の 流通 に おけ るネ ッ トワーク化 ① 情報量の差による企業間格差の拡大

三 注 に 拾 け る フ ロ ッピ ーデ ィス ク等 の利用)1(出 版 物取 次店 の在 庫 管理 シス テ ム等)
}

② 異業種 との連携 ・競合(CATV業)

1② 出版物以外の媒体による情報提供
1

③ 異業種への参入(教 育産業等)

1(ビ デ オ テ ック ス 等)

1

印 刷 業 ①FA化 、OA化(製 版 か ら印刷 にいた る一 貫 した コ ン ビ1① 関 連業 種 との ネ ッ トワー ク化(出 版 者 とのオ ン ライ ン に
「

① 需 要 の質 ・量 の変 化(ソ フ トコ ピー の増 大)

次 ・一州 用システム噂 入・出版者からの… ピーデ川 よる願 の:受醒 し) ② 企業間格差の拡大(中 小企業の協業化)

|

ス ク、MT原 稿 の採 用)② 社 内ネ ッHワ ー ク化 の進 展(地 方 の印 刷工場 へ完成 原 稿1

② 印刷飾 縫 敵 したテレ・部品やLSI鎚 関連材パ をオンライ・で送 り、そ・で印刷する)'

の供 給i③ ニ ュー メデ ィア機 器 シス テ ムへ の進 出

産 広 告 業 ①,ATV、 。デ オ テ 。クス等 の 一 。一,デ 、アへ の対 応i① 繍,フ ト,ウ。ア供 縫 業へ の勘 メデ ィアの多様化に伴う活動形態の複雑化

強化1② 精糖 供.処 理サービスへの錨
1

② 事務管理、営業活動のシステム化及び媒体各社 とのオン1③ 広告から販売促進等への活動領域の拡大
1 、

ライン化;

業 ③ イ ン フ 。マ ー シ 。ル等 新 た 嫉 視 技 術 の開 発}
1

新 聞 業 ① 製作工程の合理化(CTSの 導入など)1① 衛星による紙面の発行の出現
1

① 他 の メデ ィア産 業 との競 合 ・連 携(文 字 放 送 に よるニ ュー

② 記 事 に基 づ くデ ー タベ ース の構築1(通 信 衛 星 に よる遠隔 地 での新 聞 の発 行)
1

ス提供)

(デ ー タ ベ ー ス 業 へ の展 開)1② 電 子 新 聞 い ラ デク シ ミ リ新 聞 の 出 現
1

② 異業種との競合 ・連携(通 信販売による流通分野への参入、

1

1
情報提供サービス業への進出)

1

1
③ 企業間格差の拡大

1 ④ 需要の質 ・量の変化

一45～46一





業 種 現 状1今 後 の 方 向
1

イ ン パ ク ト

第

三

放 送 業 ① 多重放送の実用化;新 たな放送形態の出現

(音 声鍾 、文字多重);.鯉 放送
}

② ニ ュ ー ス の デ ー タベ ー ス 化1・ フ ァ ク シ ミ リ放 送

1静 止画放送

1酬 テレ。放送
1

① ・企 業 の活動 形 態 の変 化

(番 組 ソフ トの供給 プ ロダ ク シ ョン化)

② 他 の メデ ィ ア産業 との競合 ・連 携

(フ ァク シ ミ リ放送 と新 聞 ・雑 誌 、高 精 細度 テ レ ビ放 送 と映

画)

次
1・ 高精 細度 テ レ ビ放 送

1
③ 企業間格差の拡大

1・PCM音 声放 送

|
④ 需要の質 ・量の変化

産

業

電 力 ・ガ ス 供 給 業 ① 電力に拾ける発電所、給電指令所、支所、営業所、変電1① 関連企業間のネットワーク化の進展の可能性
1

所を結ぶ供給管理 システムの進展1(電 力広域運営等)

② ガス業に鮒 ・製造供給管理システ・の進展1② テレ,・ 。リングの畝 飾,ン,。 一、レの導入
1

異業種への参入

③OA化 の進展1

(料金譜 業務):
t

(注)本 表 は、 昭和58年5fi-'6月 に通 商産 業省 が 約100社 を対 象 に行 った ヒヤ リング調 査 の結 果 をま とめ た もの で ある。
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2.社 会 ・生 活 分 野 に お げ る情 報 化 の イ ンパ ク ト

従 来 、 情 報 化 は 産 業 分 野 にお い て先 行 して進 展 して きてお り、 社 会 ・

生 活 分 野 に お い て は遅 れ が ちで あ った 。 しか し、情 報 化 は 社 会 ・生 活 の

各 分 野 にお い て も、新 しい可 能性 や 多大 の便 益 を もた らす こ とが期待 され

る もの で あ り、 生 活 の質 的 向上 を求 め るニ ーズ に対 応 して 、 今 後進 展 して

い く可 能 性 が あ る。

ま た、一 方 で情 報化 の進 展 に よって大 量 の情 報 が 蓄積 、 管理 され る こ と

か ら 「管理 社 会 化 」の弊 害 や プラ イ・ミシ ー侵 害 の可 能性 を懸 念 す る向 き も

あ る。 この よ うな問 題 に つ い て の的 確 な対応 を図 る こ とが 、今 後 情報 化 を

進 め てい く上 で 必要 とな ろ う。

以下 、医 療 、 教 育 、行 政 、家庭 生 活 、地 域 社会 の 各分 野 につ い て 情報 化

の 展望 を示 す と と もに 、 これ に よっ て もた らさ られ るイ ンパ ク トにつ い て

検 討 す る こ と とす る。

(1)医 療 分 野

医 療 分 野 の 情報 化 は 、医療 資源 の 有 効 活 用等 に よ り、 医療 機 関 の混 雑 、

医療 水 準 の格 差 、救 急 医療 等 の 問題 を解 決 し、 医療水準や医療効率 を向上

させ る上 で大 きな役割 を果たす もので ある。 近年、コンピュー タの導 入 が進 み 、

医療 の情 報 化 は進 ん で きて はい るが 、病 院 の事 務 管理 分 野 が 中心 で あ り、

診 療 部 門 の情 報 化 や 、 医療 機 関 の ネ ッ トワー ク化 は ま だ遅 れ て い るの が

現 状 で あ る。 今 後 、 ニ ュー メデ ィアの 活 用 に より、新 しい 情報 シス テ ム

の 開発 とそ の ネ ッ トワー ク化 が進 む と予 想 され る。

例 え ば 、医 師 の 診療 を直 接 サ ポ ー トす る診 療支 援 シス テ ム、僻 地 医 療

に不 可 欠 な地 域 医 療情 報 シ ス テ ム、 医学 文 献 情 報 シス テ ム、 医薬 品 情 報

シス テ ム 、救 急 医 療 情 報 シス テ ムな どが 実 用 化 され 、 さ らに 、 これ らの
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ネ ッ トワー ク化 に よ リ トー タル な医 療 情報 シス テ ムが実 現 され る可 能 性

が あ る。

この よ うな情 報 化 の進 展 に よる イ ンパ ク トと して は、 ① 良質 な医療 の

均てん 、②救急 医療体制 の 向上 、③ 予 防 ・健 康 管理 面 へ の 貢献 、 が 期待 さ

れ る一 方 、患 者 の プ ライバ シ ー保護 へ の対 応 が 求 め られ よ う。

(2)教 育分 野

教 育分 野 に お い ては 、社 会 環 境 の急 速 な変 化 、複雑 化 や 技 術革 新 に伴

って取 得 す べ き知識 ・技 能 の 範 囲 や レベ ルが 拡 大 す る傾 向 を強 め て い る。

この た め 、教 育 の 効率 化 や 教 育 機 会 の増 大 に対 す る ニー ズ及 び 教 育 の質

の 高度 化 、個 性 に応 じた きめ細 か な 教 育へ の ニ ーズ が 高 ま って い る。 本

来 、教 育 は個 人 的 な接 触 を前 提 と して 行 わ れ る もの で あ るが 、 この よ う

な ニー ズ に対 して 、 コ ン ピュ ー タと学 習 者 が対 話 す る形 態 で学 習 を行 い 、

個 々人 の習 得 状 況 に応 じ学 習 を進 め て い くこ とが 可 能 なCAI(Computer

AidedInstruction)シ ス テ ムが 注 目され てい るほか 、各 種 の 情報 検

索 シス テ ム、 視 聴覚 教 育 シス テ ム、 教 師 用 の教 育 情 報データベ ース、在 宅

学 習 シス テ ムが今 後提 供 され て 、教 育 の 補完 的 な機 能 を果 た して い く可

能 性 が考 え られ る。

これ らの導 入 に よっ て もた らされ る イ ンパ ク トと して は 、① 基礎 的 な

知 識 、技 能 教 育 の効 率 化 ・均 質 化 、 ② 学 習者 の個 性 に応 じた教 育 の 実施 、

③社 会 ・文 化 教 育 の充 実 、④ 学 習 機 会 の拡 大 、生涯 教 育へ の貢 献 、 が期

待 され る一 方 で 、教 育 に おけ る個 性 の喪 失 に つい ての懸 念 な どへ の 的確

な対 応 が 求 め られ よ う。

(3)行 政 分 野

行 政 分 野 に お い て も国民 の ニ ーズ の 多様 化 を背景 と して 、行 政 サ ー ビ
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一
スに 対す る効 率化 や利 便 化 へ の要 請 が 強 ま る こ とが 考 え られ る

。 例 えば 、

住 民票 の転 送 や 印鑑 証 明 の発 行 な どの在 宅行 政 サ ー ビス 、遠 隔 防犯 防 災

サ ー ビス、 行政 関連 情 報 デ ー タベ ースサー ビス、また、 統計 ・調 査 な どの

行政 事 務 に お いて フ ァ ク シ ミ リを利 用 した電 送 調査 シス テ ム等 が 出現 す

る可能 性 が あ る。

これ らに よって もた らされ る イ ンパ ク トと しては 、① 行 政 サ ー ビス の

向上 、② 行 政 事務 の 効 率 化 、③ 行 政 ニー ズを反 映 した きめ細 か な政 策 の

立案 、 が 期待 され る一 方 で、行 政 機 関に値 入 に関 す る大 量 の デ ー タが蓄

積 され る こ とか らプ ライ バ シー保 護 へ の対 応 が 求 め られ よ う。

(4)家 庭生 活 分 野

家 庭 生 活 に お け る様 々 な局面 に お い て、 情報 化 に対 す る 潜在 的 な ニ ー

ズは存 在 して い る。

具体 的 な サ ー ビス と しては 、 余 暇 ・娯楽 面 で は ビデ オ テ ックス な どを

利用 した 在 宅 予 約 サ ー ビスやCATVに よる多様 な番組 供 給 に よ り、 余

暇 活 動 の充 実 が図 られ る。 教 育 ・文 化面 に お い ては在 宅 学 習 シス テ ム、

医療 ・安 全 面 で は 、医 療 コン サル テ ィ ング シス テ ムや遠 隔 防犯 防災 シス

テ ム 、仕 事 ・家事 では 、在 宅勤 務 、電 子 メー ル な どの 出現 が 考 え られ る。

これ らに よる イ ンパ ク トと しては 、 ① 在宅化による利 便性の 向上、② 情

報 の 選択 性 の 向 上、 ③ 情 報 の多 様 化 と質 的 向上 、④ 時 間 的 制 約 の 解消 、

⑤ 肉体 的 負担 の 軽減 、 ⑥ 省 エ ネ等 経 済性 の 向上、 ⑦ 安全 性 、 快 適 性 の 向

上 、 が期 待 され る一方 、⑧ 情 報 化 へ の 適応 忌避 、⑨ 管 理 社 会化 へ の 不安 、

⑩ プ ライ バ シー保 護 へ の対 応 が 求 め られ よ う。

なk・、 現 在 、 奈 良県 東 生 駒 に お い て完 全双 方 向CATVで あ るHi-

OVIsの 実 験 が 行 われ て い る。Hi--ovIsで は 、 上 に 掲 げ た よ う
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な多様 な生活情報サ ービスを加入世帯に提供 し、地域 住民の各種 情報に

対す るニーズの調査 などを行い、多大 な成果 をあげてい る。

(5)地 域社会分 野

地域社 会におけ る情報化の発展方 向とインパ ク トとしては、次の諸点

が あけ られ る。

① 過疎過密 問題 の緩和

人材、技術、情報等の ソフ トな経営資源が重要 とな りつつ あるが、

ニ ューメデ ィア を活用 した全国的規模 の情報 ネ ットワーク構築は、地

理 的遠隔性 を克服 し、産業の大都市集 中要因である情報格差の解消 を

可能 とす ることが期待 され る。 これ に よって立地 上の制約が緩和され、

工場やオ フィスの地方展開を促 し、過疎過密 問題の緩和 に資す る可能

性が ある。

② 地=或問の情報化格差の是正

医療、教育分野 などにおけ る全国的規模 の多様 な情報ネ ットワーク

が構築 され ることに より、経済的 ・社会的 ・文化的サ ービスについて

の地域 格差が是 正され る可能性が ある。

③ 地域 コ ミュニティの形成

今後、各 地 域 に お い て地 域 に密 着 した情報 ネッ トワークの構築、

住 民 ニ ーズ に 適 合 した情報サー ビスの提供が可能 とな り、地域 にお

け るコ ミュニテ ィ意識の形成が促進 され る可能性が ある。

④ 防犯 ・防災対策 の充実

地域 に密着 した防犯防災 システ,ムの構築、衛星通信 な どを用い て災

害関係情報の収 集 ・処理 ・伝達 を行 う防災情報 システ ムの構築に より

地域の 防犯 ・防災対策の 充実に貢献す ることが期待される。
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第2章 ニ ュ ー メデ ィア の健 全 な 発 展 の あ り方

第1節 ニ ュー メデ ィア の健 全 な 発展 の ため の 条 件

(1)第1章 に お いて は、 ニ ュ ー メデ ィアの 出現 と発 展 を受 け て、 産 業、 社会 、

生 活 の各 分 野に お け る 活用 の あ り方 とそ れ が もた らす イ ン パ ク トにつ いて

述 べ た。

こ れ らは、 ニ ュ ーメデ ィア に つ い て の これ までの 開発動 向 あ る い は利 用

者 側 の期 待 な どか ら推測 され る 今 後 の可 能 性 を提 示 した もの で あ る。

(2)し か しなが ら、 こ こ で示 した ような 二=一 メデ ィアの将 来 像 の 実 現 は、

必 ず し も自明 な もの では な い。 ニ ュー メ デ ィアが 今後 、 産 業、 社 会 、 生 活

の あ らゆ る局 面 に おい て受 容 され 浸透 して い くた め に は、 ニ ュ ー メデ ィア

を と りま く現 状 の問 題 点 を踏 ま え て、 これ に対 す る的 確 な対 応 を行 ってい

くこ とが 必 要 で あ る。

本 章 にお い て は、 この よう な観 点 か らニ ュー メデ ィア の発 展 の ため の 条

件 を、 ①技 術 開発 の推 進 と相互 運 用 基 盤 の 整備 、 ② 高度 情 報 化社 会 の イン

フ ラス トラク チ ャーの整 備 、 ③ 制 度 的基 盤 の整 備、 ④ ニ ュー メ デ ィ ア関連

産 業 の基 盤 整 備 、 ⑤ ニュ ー メデ ィアの 導入 に 伴 うインパ ク トへ の対 応 、 及

び 、 ⑥国 際 的展 開の 推 進 の六 点 に整 理 した 。

(3)高 度情 報 化社 会 の 実 現 は、 ま さ に これ らの課 題 へ の取 り組 みい か ん にか

か っている と言 って も過言 で は な い。 情 報 化 の進 展 は、 必 ず し もプ ラス面 ば

か りでは な くマ イナス と な り うる側 面 を有 して いる。 この よ うな 「影 」の

側 面 に対 して的確 な対 応 を 図 りつ つ 高 度情 報 化 社会 を実 現 して い くた めに

は、 次 第以 降 で述 べ る課題 について的確に対応 してい くことが極 めて重要 である。
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第2節 技術開発の推進 と相互運用基盤の整備

1.技 術 開 発 の推 進

(1)技 術 開発 の 現 状

我 が 国 に お け るニ ューメ デ ィア関連 の 技 術 開発 は、 産学 官 の有機 的 な

連 携 の下 に進 め られ て きて い る。

この結 果 、 ニ ューメ デ ィアに 関 連 した 我 が 国 の総 合 的 な技 術 水準 は世

界 的 に も高 い レベル に あ る と思 われ る。

しか し、 そ の 技 術 レベル を部 門別 に 見 る とそ の進 展 の度 合 い に破 行 性

が見 られ る。

す な わち、 量産 技 術 、 品質 管 理 な どの製造 技 術 を中心 と した ハ ー ドウ

ェア技 術 に つ い て は優 れ て い るの に対 して、 よ り創 造 的 ・基礎 的 な技 術

及 び ソフ トウ ェア技術全般 につ い て は まだ 十分 で な い面 が 見 られ る。

ま た 、 ロ ケ ッ トを含 め た 衛 星 関連 技 術、 大 規模 な コ ソ ピュ 一夕 ネ ソ ト

ワー ク技 術 な ど諸 外 国 にお い て 政府 を 中心 に進 め られ て い る巨 大 プ ロジ

ェ ク トの 成 果 は 非 常 に大 きい もの が あ り、 この よ うな分 野 にお い て我 が

国 の 技 術 は、 ま だ、 質 ・量 と も十 分 で な いの が 現状 で あ る。

(2)技 術 開 発 の あ り方

ニ ュ ーメ デ ィア発 展 の最 も大 きな原 動 力 とな るの は 、 ニ ューメ デ ィア

関連 技 術 の開 発 で あ り、今 後 と も積 極 的 に 推 進 してい く必 要が あ る。

① 技 術 開発 課 題

主 な ニ ュ ーメ デ ィアに 関 連 した技 術 の今 後 の展 望 と開 発 課 題及 び 二
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ユ ーメ デ ィア の発 展 を支 え る主 な基 礎技 術の 研 究 開発 課 題 の代 表 的 な

項 目に つ い ては 表3及 び 表4に 掲げ る とお りで あ る。

これ らの 課題 の うち、 特 に重 点 的 に研 究 開発 を行 うべ き分 野 と して

は 、 次 の よ うな分 野 が 考 え られ る。

(i)知 識 情 報 処 理の ため の技術 開発

ニ ュー メデ ィア が社 会 の様 々 な分 野に 浸 透 してい くた め に は、専

門家 で ない 人 で も容易 に 扱 え る機器 、 シス テ ムが不 可 欠 で あ り、音

声、 デ ー タ、 画 像 、 映像 に よる高 度 な マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ フ ェ

ース 技術 の 開発 、 コン ピ ュータ の 適 用分 野 の飛 躍 的 な拡 大 を可能 と

す る知識 情報 処 理 用 コ ン ピ ュー タ(第 五 世 代 コ ン ピュータ)の 開発

な ど が 今 後 の 大 き な 課 題 と な っ て い る 。

(注)マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ フ ェー ス

人 間 と機械 との間 で情報 の や りと りを行 う方法 や形 式 の こ と。

(注)知 識情 報 処理 用 コン ピ ュー タ(第 五 世 代 コ ン ピ ュータ)

従来 の コ ン ピ ュー タが数 値 計 算 を主体 と し てい るの に対 し、 推 論 の よ う

な人 間 の思 考過 程 に よ り近 い形 の処 理 を主体 に行 うコ ン ピュ ータ。

(の 相 互 運 用 基 盤(イ ン タ ー オ ペ ラ ビ リ テ ィ)整 備 の た め の 技 術 開 発

ニ ュ ー メデ ィア の進 展に 伴 い、 相互 運 用 基 盤整 備 の重 要性 はます

ます 高 ま って い くもの と思 わ れ る。 このため 、相 互運 用 基 盤 の整 備 を

技 術 開発 面 か ら強力に支援す るため、 機 器 ・シ ス テム 間 の統 一 的 な相

互 接 続 の ため の 標準 イ ンタ フ ェー ス ・標 準 プ ロ トコル の 開発 、 多 用

途 に適 用 可能 な標 準 型 の複 合 端 末 の 開発 、 標 準 化 さ れ て い ない機 器

を接 続 す るた め の 変 換 シス テ ムの 開 発 な どに つ い て重 点 的 に取 り組

ん で い く必要 が あ ろ う。

(注)相 互運用基盤(イ ンターオペラビリティ)
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次 の よ うな条 件 を満 すた め の ニ ュ ーメデ ィア関 連機 器 ・シス テ ムの ハ

ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェアの 広 い意 味 での 整 合性。

a.多 種 多様 な ニ ュ ーメデ ィア関 連機 器 ・システ ムが互 い に 円滑 に接続

して 、必要 な 機 能 を発 揮 で きるよ うにす る こ と。

b.人 間 とニ ュ ーメデ ィア 関 連機 器 ・シス テ ムとの間 の 情報 の や り と り

に統一 性 を持た せ 、機 器 ・シス テ ムが異 っ て も人間 に異和 感 を 持た せ

な い よ うに す る こ と。

(川 高 速 化 ・大 容 量 化 の た め の 技 術開 発

今 後、ニューメデ ィアに対 す る ニ ーズ は音 声 か ら映像 ヘ シ フ トして

い くと と もに、 双 方 向化 へ の 要 請 が高 ま ってい くこ とが 見 込 まれ て

い る。 これに こたえるため には、映 像を送 ることの で きる 大 容 量伝 送 路

と選 択 性 を有 す る双 方 向機 能 を兼 ね備 え た シス テ ムが廉 価 に提 供 さ

れ る 必要 が あ る。 しか し、 現 在 の技 術 レベ ルは 容 量面 ・コス ト面 で

ニ ーズ との間 に 多 くの隔 た り が あ り、 光 フ ァイバ ー通 信 を 中心 と し

た一 層 の高 速大 容 量伝 送 技 術 、 高速 デ ィジタ ル交 換 技 術 な どにつ い

て基 礎 技術 を含 め十 分 な研 究 を 行 ってい く必要 が ある。

(iv)情 報 ソ フ トウ ェア作 成 の 容 易 化 の た めの 技 術開 発

高度 情報 化社 会 に お い て は 誰 もが 多種 多 様 な情 報 を 自 由に取 り出

し、利 用 す る こ と と な るた め 、 良質 で豊 富 な情報 ソ フ トウ ェ ア を迅

速 に作 成 す る ことが 必 要 とな る。 しか し、 ハ ー ドウ ェアの 伝送 容 量 ・

処理 容 量 の拡 大 に 比 べ 、 多 くの 人 手 を要 す る情報 ソ フ トウ ェアの 供

給能 力 の急 速 な拡 大 は む ず か しい と考 え られ 、 これ が 降 路 と な って

ニ ュ ーメ デ ィア全 体 の進 展 が 阻 害 され る との 懸念 もあ る。

この た め、 今 後 情 報 ソ フ トウ ェアの作 成 能 力 の拡 大 、 作 成 の 容 易
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化 を技 術開 発 面か ら支援す るための情 報入 力技 術、 画 像 処 理 技術 、 情

報 記録 技 術 な どに つ い て重 点 的 に開 発 す る 必要 が あ る。

(V)セ キ ュ リテ ィ確 保 の た めの 技 術 開発

ニ ュー メ デ ィア の導 入 が拡 大 するのに伴い、産業 ・社 会 の大 量 の 情

報 の 伝 達 ・蓄 積 ・処 理 作 業 をニ ューメ デ ィア に依存 す る体 制 が進 む

と考 え られ る。

この結 果 、 企 業 機密 や プ ライ・ミシ ーな どの 漏 えい 、 あ るい は シス

テ ム ダ ウ ン に よ る 企 業 活 動 ・社 会生 活へ の 重大 な支 障 な ど、 セ キ

ュ リテ ィ上 大 きな問 題 が 生 ず る可能性 が あ る。 この よ うな 問題 に 対

し、 セ キ ュ リテ ィ を確 保す るた め の高 信 頼 化技 術 、 暗 号1ヒ技 術、 個

人識 別 技 術 等 に つ い て 技 術 開発 を推 進 す る 必 要 が あ る。

② 今 後 の技 術 開 発 の 推進 に あた って 考慮 す べ き事項

今後 の ニ ュー メ デ ィア関 連 の技 術 開発 に あた って は次 の よ うな点 を

考 慮 に 入 れ て研 究 開 発 を進 め る こ とが 重要 で あ る。

(i)民 間 の技 術 開発 に対 す る活 力 が最 大 限発 揮 で き る よ うな 基盤 の整

備

ニ ューメ デ ィアに 関す る技 術 開発 につ い ては 、 民 間の 研 究 開発意

欲 を促 す な ど、 民 間 の 活 力 が最 大限 に発 揮 で きる ように 配慮 してい く

こ とが重 要 で あ る。

㈲ 民 間 ベ ー ス では 実 施 が 困難 な技 術 開発 の推 進

ニ ューメ デ ィア に関 連 した技 術 開 発の 中に は 次 の よ うな ものが あ

る。

a.経 済 、社 会 、 技 術へ の大 きな波 及 効 果 を もち な が ら実 用 化に長

期 間 を要 す る分 野
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b.開 発 の危 険 負担 、 資金 負担 が 大 き く民 間の能力をこえ てい る分野

c.経 済 、社 会 の ニ ーズ が きわめ て大 き く緊急 な対 応 を迫 られ てい

る分 野

この よ うな分野は、民 間 企 業 に ゆだ ね るの み で は円滑 な技術 開発

が 期待 で きないと考えられ 、 政府 が主 体 とな って積 極 的 に開 発 を推

進 す る必 要 が ある。

(lii)総 合的 ・計 画的 な研 究開 発の 推 進 と体 制 強 化

ニュ ー メ デ ィ アに係 る技術 課題 は幅 広 く多 分野 に わ た り、 そ の数

も多い。 この た め、 限 られた研 究 開発 資 源 を 有 効 に 活用 す るため に

は、 長 期 を 見通 した総 合 的 ・計 画 的 な研 究 開発 の 推 進 が 重要 で あ る。

ま た、 こ の 実施 に あ た って は、 大学 、 国公 立 試 験 研 究 機 関、 民 間 企

業 な どが 各 々の得 意 な分 野 を生 か す 形 で役 割 分 担 し、 相 互 の 人材 交

流 な ど有機 的 な連 携 を保 ち なが ら研 究 開発 を進 め て い く必要 が ある。

(IV)制 度 的 な制 約 の緩和 に よる技 術 開発 の促 進

ニ ュー メデ ィア関 連技 術 の 中 には
、 そ の技 術 に 係 るサ ー ビス の 提

供 が 制 度 的 に制 約 さ れ てい る ため に技 術 開 発 が 遅 れ て い る とい うケ

ース が あ る
。 通 信 関連 の法制 度 の 多 くは 、 ニ ュ ー メデ ィアの 出現 と

これ に よるサ ー ビス を前 提 と して い ない ため に、 ニ ュ ー メデ ィア関

連 技 術 開発 に と っ ての 阻害 要 因 となっ て い る もの も多 い と考 え られ

る。 先 に述 べ た よ うに、 ニュ ー メデ ィア発 展 の 最 も大 きな原 動 力 と

な るの は技 術 開 発 で あ る こ とか ら、 この よ うな制 度 的制 約 を極 力緩

和 して、 ニ ューメデ ィア関連技 術 開 発 の促 進 を 図 ってい く必要 が あ る。

制 度 的制 約の 具 体 的 な問 題 点 を明 らか に す る た めに は、 ニ ュー メデ

ィア 関連技 術 を用 い た情 報 シ ス テ ムを構 築 し て、 実 際 に運 用 実験 を

行 うこ とが 極 め て有 意 義 で あ ろ う。
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表3主 な ニ ューメ デ ィアに 関連 した 技 術 の展 望 と開 発 課 題

ニ ュ ー

メデ ィア
展 望 開 発 課 題

① 双方向CATVの 実現 ① 大容量伝送技術

C ② 光 フ ァイバ ー の導 入 ・光 フ ァイバ ーケ ー ブル 伝送 技 術

③CATV間 のネットワーク 化 の進 展 (光 フ ァイバ ーケ ー ブル 、波 長 多
`

A (衛 星、 光 フ ァイバ ーの 利 用) 重 伝 送 、韮 素 子、 コネク タ等)

④ 高精細度テレビ放送の導入 'デ ィ ジタル伝 送技 術 等

T ⑤ 複合映像端末の出現 ②ISDN等 他 の メテ ィア との相互 接

(ビ デ オテ ックス 、 テ レテ キ ス ト等 、続 技術

V
との複合化) ③ 高精細度テレビ放送技術

●董域圧縮技術等

④ セキ ュ リテ ィ技 術

ビ ① ビデオテックス通信網の拡充 ① テ レテ キ ス ト/ビ デ オ テ ック ス の

デ ② 外 部 コン ピュー タ との 接続 の 拡 大 方 式 の統一 ・端 末 の統 一

オ ③ISDNに ょ るディジタル 方式 の高速 ② 外部 コ ン ピュー タ との相 互 接続 技 術

テ ・高 機能 ビデ オ テ ック ス の実 現
③ セ キ ュ リテ ィ技 術

ツ ・静 止 自然画

ク ・音 声付

ス ④ ビデオテックス の実現

① 広域化、大規模化の進展 ① ソフ トウ ェアの蓄積

V
② 高機能化の進展 ・高機能を実現するための各種プログ

・プ ロ トコル変換
、 メデ ィア変 換 等 丁 ラムの開発 とその蓄積

A

N
③ 多数 の デ ー タベ ース との 接続 ② 技術基準の整備、標準化

④VAN同 士の相互接続 ・伝送 基 準 、接続 基準 、 標準 ネ ッ トワー

ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ー等

① 提供番組数の拡大 ① ハ イ ブ リッ ド方式 の 実 用化
テ

数+→ 数百,数 千番組 ・誤り訂正方法の開発等
レ

テ
② サ ー ビス の 高度 化 、高 品質化 ② 垂直帰線消去期間の利用部分の拡大

(2宜 一→8H)
キ

③ 伝送方式の高度化
ス

ト

●高密度表示、多色多階調、画素単位

着色、電子音楽電送、アニメ的動画等
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ニ ュ ー

展 望 開 発 課 題
メデ ィア

① テレビ電波(地 上放送)に 多重化 ① 放送方式の確立
フ ミ

ァ リ する形での放送 ② 多階調受信可能な低廉な受信器の

ク放
シ送 ② 衛 星放 送 に よる高 速 フ ァク シ ミ リ 開発等

放送 ③ カ ラー フ ァク シ ミ リ放 送 の 開発

1～4ト ン級 の静止 衛 星 の通信 ・放送 (通信 ・放送共通)

への利用 ① 大型衛星 ロケット打上げ技術

衛 ① 衛星通信 ② 大型静止衛星技術

・大容量通信の実現 ・大型軽量衛星構体(炭 素繊維複合

星 10～20万 回 線(電 話 回線 換算) 材料等)一

・衛星の高機能化 ・軽量 ・高精度姿勢制御装置

通 交換機能 ・処理機能 ・
.展 開 形 ア ン テ ナ,

・移動体 との通信 ・高性 能 推進 系(液 体 ア ポ ジモ ー タ、

信 船舶、航空機等 イオ ン エ ン ジン等)

② 衛星放送
・耐環境強化素子(耐 放射線性等)

/ ・多 チ ャンネル化 ・高性能太陽電池等

(8チ ャ ンネル) (通 信)

衛 ・PCM音 声放 送 、文 字放 送 、静 止 ③ 無線通信技術

画像放送、高精細度テレビ放送、
・マ ル チ ビー ム衛星 通 信 方式 、 サ テ ラ

星 フ ァク シ ミ リ放 送 の実 現等 イ トス イ ッチ方 式

・準 ミ リ波 の利 用拡 大

放
●時分割多元接続(TDMA)方 式一
・機密保護対策(暗 号化)

送 (通 信 ・放送 共 通)

・高出力化(大 出力高信頼進行波管等)

(放 送)

・ス ク ラン ブル技 術 の高 度化
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ニ ュ ー

展 望 開 発 課 題
メデ ィ ア

① ネ ッ トワ ー ク の デ ィ ジ タル 化 、 ① 大容量ディジタル伝送技術

高速化 光 フ ァイバ ー ケー ブル伝 送 技術 等

・伝送品質の向上

1 ・情報伝送量の大容量化等
(光 フ ァイバ ーケ ーブル 、光 素子 、 コネ

② ネ ッ トワ ークの 統合 ク タ等)

S ・一 つ の ネ ッ トワ ー ク で 複 数 の サ ー ② 大容量ディジタル交換技術

ビスが可能 LSIや 光電子集積回路(OEI

D ・ネ ッ トワー ク の効率 化 C)に よる高速ディジタル交換技術等

③ ネ ッ トワー クの高度 化 ③ ネ ッ トワ ーク構成 技 術

N ・情報処理 との融合 ネ ッ トワー ク ・アーキテクチ ャー技 術 等

・各種付加機能の充実等

④ 料金体系の一元化

・遠近格差の是正等

① 衛 星 放送 、CATV、 パ ッケージ系 ①SHF、EHF帯 に よる放送 技術

高 等 に よ る高 精 細度 テレビジ ョンの実 現 ② 衛星放送技術
精
細 ② 適用分野の拡大 (12GHz,22GHz,41GHz)

度 ・映画製作 ③ 帯域圧縮技術
テ
レ

・写 真 ・印刷
④ 大 型Zラ ット・パネル ・デ ィスプレイ

ビ ・書画伝送 技術

ζ ・美術工芸品等の情報検索 ⑤ 関連機器の低 コス ト化技術

ン ・テ レビ会 議 (テ レビ、 カ メ ラ、VTR等)

・教 育 ・医療等

① ビデオディス久DADの 利用拡大 ① 高密度記録技術

② 新 たな パ ッケージ系 メデ ィアの出現 ・ ・垂直磁化記録技術

ノく
普及 ・半 導 体 レーザ ーの高性 能化

ツ ・デ ィジタル ・オ ー デ ィオ ・テ ー プ (光 デ ィス ク用)

ケ ・8ミ リ ビデ オ ・光記録材料の感度向上

| ・ICカ ー ド ・光磁気記録技術等

ジ ・光 カ ー ド
② 情報 ソ フ トウ ェア作成 のた め の効

系 ・書 き換 え可 能 な 光 デ ィス ク 率的な入力及び編集技術
・デ ィジタルVTR ・カメ ラ技 術

・可動部分のない録音再生機 ・音声入力技術

・民 生用 高 精 細度 ビデオ システ ム ・画像処理技術等

等
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表4ニ ュー メ デ ィ アの発 展 を支 え る主 な基 礎 技 術 の研 究 開発 課 題

基礎技術 研 究 開 発 課 題

コ ア ソ

ン|フ

ピ キ ト

ユテ ウ

1ク エ

タチ
.ヤ ア

1技

術

技

術

① 第 五世 代 コン ピ ュー タ

② ス ー パ ー コン ピ ュー タ

③ 分散 処 理 方 式

④ 画 像 処 理 技術

⑤ 自然言 語 処理 技術(機 械 翻訳技 術)

⑥ ソ フ トウ ェアの生産 性 向 上

⑦ セ キ ュ リテ ィ技 術

入

力

技

術

① 音声認識…VLSI化 、認識率 ・認識速度の向上、不特定話者認識等

② 文字 ・図形 ・画像認識…自由手書文字のオンライン認識、VLSI化 、

認識率 ・認識速度の向上等

③ 自然言語処理 と①、②の結合による高度な入出力機能

④ .センサ…半導体化、複合機能化等

出

力

技

術

① 音声 出 力…規 則合 成 方 式 、語 彙 記 憶 素子 等

② デ ィス プ レイ …解 像 度 の 向 上 、 フ ラ ッ ト ・パネ ル ・デ ィス プレ イ、画 像

メモ リの高 速 化等

③ ハ ー ドコ ピー…高 速化 、 解像 度 の向 上、 カ ラー化 、低 騒音 化 等'

記

録

技

術

① 垂直磁化記録方式

② 新 しい高密度記録方式

③ 消去可能な光記録材料

④ 磁気バブルメモ リ用新材料

⑤ 微細構造薄膜ヘ ッド

半
導
体
素 技
子 術

① 集積 度 向上 … サ ブ ミク ロ ン加 工技 術、3次 元 回路 素子等

②Si以 外 の新 素子 …GaAs、HEMT .、ジ ョセ フ ソン素子 、超 格 子 素子 等

③ 設 計技 術 …CAD、 冗 長 設 計技 術
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基礎技術 研 究 開 発 課 題

① 光 フ ァイバ ー通信 … 広帯 域化 、 波長 多重化 、 .コヒー レ ン ト光 通信 、超長一
光 互長帯光通信等

技 ② 光 デ ィス ク メモ リ…誤 り率 改善 等

術 ③ 光交換機、高速光演算素子

ネ アテ ① 通 信 関連 ソ フ トウ ェア開発 及 び標準 化 …圧 縮 、 プ ロ トコル変換 、異機 種
ツ1ク

トキ チ

ワ や

Il

結 合 、 メデ ィ ア変 換 等

② 通信 関 連 セキ ュ リテ ィ技 術
ク 技
・ 術

③ 異 種 メデ ィアの結 合 ・融 合 …LANと 広 域 ネ ッ トワー ク の統 合 等

無 ① 衛星 通 信 … マル チ ビー ム方式 、 サ テ ライ トス イ ッチ方式 、 高 出 力 ・低雑

線 音 化 、 時 分割 多元 接 続(TDMA)、 低 サ イ ドロー ブ マル チ

/ ス ポ ッ トアンテ ナ、 準 ミ リ波 の利 用 拡 大等

有
② 移動通信…携帯電話実用化(高 性能電池、超低消費電力LSI等)

線
③ 固定 通 信 … デ ィジタ ル高効 率 伝送 方式 、 ミリ波 ・サ ブ ミ リ彼 等 未 開拓 周

通
波数帯の利用技術等

信
④ 有 線 通 信 … 光 フ ァイ バー ケ ー ブル伝 送 技術 等

技
⑤ 交換技術…広帯域交換技術等

術
⑥ 信号処理…帯域圧縮等
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2.相 互運 用 基 盤(イ ンタ ーオペ ラ ビ リテ ィ)の 整備

(1)必 要 性

従 来 の標 準 化は 技 術 的 に 既 に確 立 され た分野 を対象 として・商 品 化が 進 ・

ん だ段階 で行 われてい る ものが 多 い。 しか し現在 は、 技 術 革新 や 製品 の市

場へ の普及が急速なた め 、 これ ま で の標 準{ヒでは 対 応 しきれ な くな って き

てい る。

技 術 開発 の初 期 の 段 階 か ら標 準1ヒ に拡 張性 ・融 通性 を持 た せ た 形 で、

ニュー メデ ィア関連機 器 ・シス テ ムの ハー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア の整 合

性(相 互運用基盤)の 整 備 を図 って い く必 要 が あ る。

ま た、 相 互運 用基 盤 の 整備 に つ い て は 次の よ うな理 由か ら今後 ま す ま

す重要 な ものになってい くと考 え られる。

① 個 別 に 独 立 して い た シス テ ムが 相 互 に接 続 され 、 ネ ッ トワー ク化 し

て い くこ とが予 想 され る こ と。

② コ ン ピ ュータ 相互 の接 続 な ど機 器 ・システ ム相 互 間 の イ ンタ フ ェー

スが複 雑 に な って きて い る こ と。

③ 多様 なメ デ ィ アの提 供 が 進 む と考 え られ るが 、 これ に対 して利 用 者

の 便益 のた め に メ デ ィ ア ご との 端 末 の 共通 化 ・互換 性 保 持 等 の 要 請 が

強 ま る と考え られ る こ と。

(2)考 慮 す べ き事項

相 互運 用 基 盤 の 整備 を図 るべ き点 は一 つ の メ デ ィア内 で も機器 の部 品

レベル か ら、文 字 コ ー ド、 デ ータ形式 、 伝送 方式 、接 続 イ ンタ フ ェー ス、

品質 、 操 作 方 法 ま で 多 種 多様 で あ る。 また、 多 数 の メ デ ィア 間 に また が

る形 で相 互運 用 基 盤 の 整備を必要 とす るものが数 多 くあ る。 この た め、 メ
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ディアごとに相互運用基盤 の整備 を進め るとともに
、整備 を図る分 野を

体 系的に レベル分け し、同 じレベル同士 でのメデ ィア間の相互運用基盤

の整備 を図 ってい く必要があ る。

このほかに次の点を考慮に入れ て相互運用基盤の整備 を推 し進め るべ き

である。

① 多様化に よる利用者の利便性 を損 った り、将来の技術の発展 を阻害

す ることのない ように規格 ・基準は必要最小限に留める こと。

② また規格 ・基準は極 力分か りやす く単純な もの とす ると ともに公平

な もの とす る。

③ 技術 開発の初期段階か ら将来における標準化 ・互換性 保持 を視野に

入れ て研究開発 を進 めてい くこと。

④ 国際標準の動向 を踏える とともに、我が国の研究成果 を積極 的に国

際 水準に反映 してい くよう努 める こと。

⑤ 技 術革新に柔軟 に対応す るため、 利用者 も含めた民間の 自主性 を尊

重 してい くこと。
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第3節 高 度情 報 化 社 会 の イ ンフ ラス トラ クチ ャー の整 備

1.高 度 情 報 化 社 会 の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー

(1)高 度 情 報 化社 会 の実 現 の た めには、情報化 を社会の様 々 な分 野 に広 く、

深 く浸 透 させ るためのオ ンライン情報 処 理 を 可能 とす る高 度 な ネ ッ トワー

ク の構 築 が 必 要 で あ る。 こ の よ うな ネ ッ トワー クの 構築 につ いて は、 情

報 の 伝送 部門 で あ る光 フ ァイ ・ミー網 、 衛 星 通信 網 及 びCATVの ケ ー ブ

ル網 な どが基 盤的 役割 りを果 す もの と思 われ る。

(2)情 報 伝 送 部 門 の メデ ィアの 特 質 に よって、 この ネ ッ トワーク上 に構 築

され る情 報 シス テ ムの 内容が 規 定 され る等、光 ファイバー網、衛星通信網等は 、

高度情報化社 会の イン フ ラス トラ クチ ャー と して の 基盤 的性 格 を有 して い

る。 した が って 、 そ の整 備 に あた っては 、 長 期 的 視 点 を踏 まえ た次 の よ

うな配 慮 が行 わ れ る こ とが 必要 で あ る。

2.イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー の 整 備 の あ り 方

(1)イ ン フ ラス トラクチ ャ ー整 備 に あた って の利 用者 の 意 見 の反 映

光 フ ァイ バ ー網 等 の イ ン フ ラス トラク チ ャーは 、整 備 に膨 大 な投 資 と

長 期 間要 す る と と もに、 い ったん 整 備 され る と長 期 に わ た り使用 さ れ る

こ とが 想 定 され る もの で あ る。

こ の た め、 イ ン フ ラス トラク チ ャ ーの 整 備 は、 将 来 に 向 け ての技 術 の

進 歩 、 需 要 の動 向 を見 通 した うえ 、 先行 して着 手 して い くこ とが 必要 と

な る。 ま た イ ン フ ラス トラクチ ャ ー の上 に 構 築 され る情 報 シス テ ムの サ
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一 ビス 内容 が 、 これ に規定 され る こ と とな るた め 、 イ ン フ ラス トラク チ

ャーの整 備 に あた って は 、利 用 者 の ニ ー ズ を的 確 に、反 映 さ せ た もの と

す る こ とが 必 要 で あ る。

(2)イ ン フ ラス トラクチ ャ ーの早 期 整備

利 用 者 が 産 業 、社 会 ニ ーズ に こた え て 各種 情報 シ ステ ムの 構 築 を進

めて い くた め に は 、 イ ンフ ラ ス トラクチ ャ ーの整 備 が 的 確 に行 われ てい

る こ とが 前 提 で あ る。 このた め に は、 イ ン フ ラス トラ クチ ャー の利 用 動

向 を 的確 に 把 握 し、需 要 の 顕在 化 に先 行 して 効率 的、 計 画 的 に整 備 して

い くよ う努 め る こ とが 望 まれ る。

ま た、 今 後 、 人 口、 産 業 の地 方 分 散 、 地方 の活 性 化等 の課 題 に こた え

て い くため に地 域 に お け る情 報化 ニ ー ズは 飛躍 的 に高ま るもの と思 われ る。

この た め、 地 域 の ニーズ を反映 した情 報 シス テ ムの構 築 の ため の ・一

カル な需 要 に対 して も、 資金 面、 工 事能 力 の面 で許 され る範 囲 内 で積極

的 に 対 応 して い くこ とが 望 ま れ る。

(3)合 理 的 な料金 体 系 の 形成

高 度 情 報 化社 会 に お いて イ ン フ ラス トラ クチ ャーの 利用 範 囲 は 、 今 後 、

一 層 広 汎 化 し
、産 業、 社 会 活 動全 般 が これ に 依存 して い くこ とが 見込 ま

れ る。 この た め 、 ニ ュー メ デ ィ アの実 用 化 を踏 まえた イ ン フ ラス トラ ク

チ ャーの 利 用 に係 る料 金 の あ り方 につ い て は 、 国 民経 済 的 に も重 要 な意

味 を持 つ もの で あ り、 利 用者 の 関心 も高 い。

そ の 利 用 料金 の あ り方 に つ い ては 、 競 合 、補 完 関係 に あ る他 の メ デ ィ

ア との 関 係 を ど う考え るの か 、新 た な ネ ッ トワーク構 築 の コス トに基 づ

く料金 水準 と現 行 水準 の 関係 を ど う考 え るのか 、 あ るい は 遠 近格 差 の 是

正 を ど う考 え るか な ど、 今 後検 討 すべ き課 題 は 多 い。
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利 用 者 か らす れ ば利 用 料金 は 合理 的か つ安 価 な もの とす る こ とが 望

ま しい こ とは い うま で もない が 、 料金 体 系 の 決 定 に あた って は、 利 用 者

の 意 見が 十 分反 映 され る よ うな形 で 検討 を進 め て い くこ とが 望 まれ る。

(4)都 市美 観 問題 へ の配 慮

ネ ッ トワー クの 構 築 に あ た っ て は、 都市 美 観 の観 点 か ら、 ケ ーブル の

地 中化 につ い て配 慮 を行 うこ と も重要 で あ る。 ケ ーブ ルの 地 中化 に つ い

て は膨 大 な費用 を要 し、技 術 的 に 困難iな点 もあ るが 、 西 欧 諸 国 で は 積極

的 に ケー ブルの地 中化 に取 り組 ん で きて い る と こ ろで あ り、 我 が 国 に お

い て も着 実 な対応 を 図る こ とが 望 まれ る。
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第4節 制 度 的 基 盤 の 整 備

1.制 度 の現 状

(1)現 在 の通信 制度 は、公衆電気通信法、有線電気通信 法等に よって規律

されているが、いずれ も戦後間 もない時代の電信 ・電話 の技術及び経 済

情勢を前提 に、主 として電信 ・電話公衆電気通信 サ ービスを広 くあまね

く公平に提 供す ることを最大 の政策 目標 として、全体 が組 み立 て られ て

い るものである。

そ のた め、 「公 衆通信 中心」の考え方 に基づ き、公 衆電気通信 業務 を

電 電公社及び国際電電の独 占とし、 これ以外の者が 「業 としてその設備

を用 いて他人の通信 を媒介 し、その他そ の設備 を他人 の用に供す ること」

及び 「他人使 用」 を行 うことは、有線 、無線 にかかわ らず 、厳 しく制限

されてい る。

結果 と して、現在 の通信 制度では原則 として、①他人の メ ッセ ージ交

換が生ず るシステムは構築で きない、②VANサ ービスを提供で きない、

③ ネ ッ トワーク間接続 が制 限され る、 などの制約が あ り、今後 のニ ュー

メデ ィアが社 会 システムの核 として十分な機能 を果たす ことを阻害す る

要因 とな っている。

② また、 通 信 関係 制度 の規 制 に加 え て、CATVの よ うに 自 らケ ー ブル

を敷 設 して事 業 を行 う もの に つ い ては 、 道路 占用 に 伴 う許 認 可、 電 力柱 、

電話 柱 へ の共 架 申請 な ど、設 備 の設 計 ・建 設 に あた って 多 くの手 続 が必

要 で あ る。
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さ らに こ う した ニ ュ ーメ デ ィア を使 ってバ ンキ ング シス テ ム、 証 券 取

引 サ ー ビス、 ホ ー ム シ ョ ッピ ング サ ー ビスな どのサ ー ビス を行 う場 合 に

も、様 々 な関 連法 規 に 抵 触す る ものが ある。 これ らはい ず れ も各 々の 観

点 か ら必 要 な規 制 や手 続 を設 け て い る もの で あ るが、 ニ ュ ー メデ ィアの

出現 とこれ に よる サ ー ビス を前提 と してい ない ため 新 た な 対 応 を必 要 と

す る もの で あ る。

㈲ この 結 果 、 ニ ュー メ デ ィア を使 った システムの 開発が 遅 れ るな どの 問題

が 生 じて い る。 ニ ュー メ デ ィア の 利 用 に あた っ て 実 際 に ど の よ うな制 度

的手 続 を必要 と し、 どの よ うな課 題 に つい て新 た な対 応 を要 す るか に つ

いて 、

① 施 設 設 置 ・事業 運営 に あた って要 す る手 続

② ニ ュー メ デ ィアを利 用 したサ ー ビスの 提供 に あた って新 た な対 応 を

必 要 とす る制 度 的課 題

に 分 け て い くつ か の ケ ース ス タ デ ィを行 え ば、 表5の とお りで あ る。
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表5ニ ュー メ デ ィア に係 る制 度 の 現状 と課 題

1.施 設 設 置 ・事業 運 営面 に あ た って要 す る手 続

メ デ ィ ア 項 目 内 容 関 係 法 律

CATV (D施 設設置に伴 う制度的手続

① 道路等占用に関する手続 有線であるため地上物件を占有することが多々あ 道路法

るが、 そ の都度 、 国 、 自治 体 、所 有 者等 に対 す る 占 自然公園法

用許可申請など様々な届出、許可な どが個別に必 古都に赴ける歴史的風土

要 であ る。 の保存に関する措置法

河川法

② 共架に関する手続 電力柱、電話柱への共架が必要となる場合、電力

会社、電電公社等に対する美果申請が個別に必要で

あ る。

③ 施設設置許可申請 施設設置について有線テレビジ ョン放送法に基づ 有 線 テ レ ビジ ョン放 送 法
・

く許可が必要である。(施 設設置者は、同時に有線

テ レ ビ ジ ョン放 送事 業 者 で ある こ とが 要 件。)

(2)事 業運営に伴 う制度的手続

① 事業開始届 事業開始について有線テレビジ ョン放送法に基づ 有 線 テ レ ビジ ・ン放 送 法

く届 出 が必要 で あ る。



「
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② 再送信に関づる手続

(双 方 向CATV)(1)サ ー ビス の認 可

(2)ネ ッ トワー ク間 接続 問 題

CATV業 者 が一 般 放 送局 の番組 を送信 す る場 合 、有 線 テ レビ ジ ・ン放 送 法

放送 局 の同 意 が必要 。また、再 送信 は変 更 を加 え ない

で、 同時 で ある こ とが要 件 とな っ てい る。

有 線 テレビジ ョン放送 法 が 前提 としないサービスであ 有 線電 気 通信 法

るた め、 現 状 では有 線 電 気 通信法 の規 律 を受 け る。

CATV網 相 互接 続 、CATV網 と公 衆電 気 通 信 電 波法 、有 線 電 気通 信法

網 との相 互 接続 が 原 則 と して禁 止 され てい るた め、

CATV網 の 全国 ネ ッ トワー ク化 、バ ンキ ング ・シ

ス テ ム等 他 の シス テ ム との相互 接 続 が で きな い。

| ビ デ オ テ ッ ク ス (D他 人の通信の媒介問題 公衆電気通信法の規律を受けるが、民間の場合、 公衆電気通信法
→

†
他 人 の メッセージ交換が生ず る場合やVANを 行 うことは

原 則 禁止 され てい るた め、バンキング ・システ ム等 他

の シ ステ ム との接 続 等が で きな い状況 とな っ てい る。

(2)著 作 権 問 題 著作権上の放送権、複製権等に係る問題が将来発 著作権法

生す る可 能 性 が あ る。

VAN (1)回 線利 用 問題 コン ピ ュー タを使 用 して情 報 の 内容 を変 え ず形 式 公衆電気通信法

を変 更 して、伝 送 ・交換 す る シス テ ムは、 現 在主 と

し て中小 企業 のた めの サ ー ビス のみ認 め られ てお り、

大規 模 な ネ ッ トワーク が形 成 し得 ない 状況 にな って

い るo
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2.ニ ュ ーメ デ ィア を利 用 した サ ー ビス の提 供 に あ た って新 た な対 応 を 必要 とす る制 度 的 課 題

サ ー ビ ス 項 目 内 容 関 係 法 律

エ レ ク トロ ニ ック ・ (1)無 店 舗取 引問題 店舗による取引を前提とした銀行法はCD端 末、 銀行法

バ ンキ ング ATM、 ポ ー タブル端 末 に よるサ ー ビス を想 定 して

い ないた め、 新 た な対 応 を必要 とす る。

② 法的証拠問題 何 を もって取 引 の法 的証 拠 とす るか とい うこ とが

問題 とな る。

ホ ー ム デ ィ ー リン グ ω 無店舗取引問題 営業所における取引を前提とした証券法は、債券、証券取引法

株 式 の売 買を端末機を通 じて行うサービスを想定 商品取引法

してい な いた め、 新 た な対応 を必要 とす る。

(2)法 的証 拠 問題 同 上

ホ ー ム シ ョッ ピ ン グ 〔1)販 売 規 制問 題 一部の物品 ・販売関連法は、端末機を通 じた直接売 ex.薬 事 法 、 専売 法

買 を想定 してい ない た め新 た な対 応 を必 要 とす る。

(か かる販売形 態では とり扱えない商品が生ずる

可 能性 が ある。)

(2)法 的証拠問題 同 上

ク レ ジ ッ ト共 同 (1)ネ ッ トワー ク間接 続 問題 他人のメッセージ交換が生ずる場合やVANを 行 公衆電気通信法

ネ ッ ト ワ ー ク う こ とは、 原 則禁 止 され て い るた め、異 な った カー

シス テ ム ドシステ ム の相 互 接 続 が で きな い状 況 とな ってい る。



ー
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遠隔防災防犯 (1)無 線 セ ン サ ー利 用 制限 問題 無線 セ ンサ ー を使 う場 合 、 そ の 出力等 が制 限 され 電波法

サ ー ビス てい る ため、 限 定的 な シス テ ム しか作 れ な い。

座席等各種予約 ・ (1)無 店舗販売問題 店舗による取引を前提とした旅行業法は、端末機を 旅行業者

自動 決済 サ ー ビス 通じた取引を想定していないため、新たな対応 を必

要 とす る。

(2)法 的証拠問題 同 上

上記諸 問 題 の他 、各 サ ー ビス の全体 にか か わ る問題 と して、 セ キ ュ リテ ィ問 題 と標 準化 問題 が ある。



2.望 ま しい 制度 の あ り方

(1)通 信 関 連 制 度 の全 面 的 見 直 しの 必要 性

ニ ュー メ デ ィ アは既 に述 べ て きた とお り

① 技 術革新 の 著 しい分 野 で あ り、

② 情 報処 理 技 術 と通 信 技 術 の飛 躍 的 な進 歩 と融合 を背 景 と して 単 なる

情 報 の 伝送 の み な らず 、付 加価 値 をつ け た高 度 か つ 多 彩 なサ ー ビスの

提 供 が 可 能 で あ る と と もに 、

③ 利 用 者 の ニ ーズ も、従 来 の画 一 化 され たサ ー ビスか ら、 選択 的で 情

報 処 理 的要 素 の 強 い 高度 なサ ー ビスへ の志 向が み られ る 、

とい う性 格 を も っ て お り、民 間 事 業者 の活 力 と創 意 工 夫が 最大 限 に発

揮 さ れ、 きめ細 か なサ ー ビス が提 供 され る こ とが最 も期 待 され る と ころ

で あ る。

そ の 意 味 で ニ ュー メ デ ィア が健 全 か つ 活 力 あ る発 展 を してい くた め に

は 、従 来 の 制度 的諸 制 約 を排 し、 原 則 と して 市 場競 争 原理 に基 づ き、「参

入 の 自 由」 、 「事 業活 動 の 自由 」、 「利 用 の 自 由」 とい う3つ の 自 由が

確 保 さ れた 自 由な 活動 基 盤 を整備 してい く必要 が ある。

この 結 果 と して 、個 別 ニ ューメ デ ィア 内 にお い て市 場競 争 原理 に基 づ

く競 争 が行 わ れ るほ か 、 ニ ューメ デ ィアを使 った サ ー ビス間 に お い て も

競 合 が生 ず る 可能 性 が あ り、 重 層 的な 競合 状 態 が 予想 され るが 、 基 本 的

に は、 コ ス ト、 サ ー ビス 内容 等 に応 じた ユ ーザ ーの 自 由 な選択 の 結果

と して 適切 な役 割 分 担 が 形成 され るべ き もの と考 え る。

しか しなが ら現行 通 信 制度 は、 既 に 述 べ た とお り、 公 衆電 気 通 信 業務

の 独 占 を前提 と した ス キ ーム とな って お り、 ニ ュ ーメ デ ィア に 関 し、 著
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しい制約が加え られてい る。従 来、公衆電気通信業務が独占とされてきた

理 由に次の三点が あげ られ て きた。

① 公共性

電信 ・電話 サービスは、国民生 活に不 可欠 なサ ー ビスであ り、合理

的な料金 であまね く、かつ公平に提供 されるべ きであ って、収益性 の

高い地域、非採算地域 にかかわ らず、均一料金でかつ同一 水準のサ ー

ビスを提供す ることが、最 も国民の福祉を増進す る。 したが って、事

業者 に対 してサ ー ビス提供義務 を課 す一方独 占を認める ことが必要で

ある。

② 自然独 占要素

電信 ・電話サ ー ビスには、莫大 な設備投資が必要であ り、規模 の利

益 が大 きい一→方、需要の弾 力性 に乏 しく、必然的に独 占が形成 され る

性格 を もってい る。 したが って、 国民経済的な効率性の見地か ら二重

投 資の弊害 を避け、独 占を認め る一 方、合理的規制 を行 うべ きであ る。

③ 技術的統一 性

電信 ・電話サ ー ビスは、技術的観 点か ら全国的に統一的に提供 され

る必要が あ り、そのため一元的 な管理運営が必要 とされ る。

上記の見解 に対 して、近年、著 しい技術革新 と経済情勢の変化 を背景

として、公衆電気通信事業は独 占とい う考え方に疑問が もたれ るに至 っ

て いる。 その理 由は、次の とお りである。

第 一に・従来公衆電気通信業務が独占とされた背景には、基本的な通信手段

と しての電話 の急速 な拡充 を図 るとい う政策 目的があ ったが、最近 の電

話の積滞解消、全国 自動即時 化が達成 された今 日、独 占の政策的必要性

は著 しく減少 して きてい る。
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第 二 に、 事業 内部 の相 互 補 助 に よる全 国均 一 料 金 、 均質 サ ー ビス よ り

も地域 ご とあ る い は、 受 益者 ご とに コス ト及 び ニ ーズ に 基 づ い た料 金 、

サ ー ビスに す る こ とが利 用 者 の全 体 の利益 を増 大 させ る と と もに、 市 場

全 体 の規模 を拡 大 す る との 見 解 もあ る。

第 三に 、 自然 独 占要 素 につ い ては 、規 模 の利 益 が大 き く、 重 複 投資 の

弊 害 を 避 け る必 要 が あ る場合 に認め られるが 、公 衆 電気 通信 業 務 を同一 の

事業体 が独 占 して運 営 すべ きか否 か に つ いて は 、 第 一 で述 べ た こ と に

加 え、 回 線 網の 差 異 、 最 近 の技 術 革新 の 動 向等 諸 要 素 を考 慮 す べ き で あ

り、 従 来 の 議論 は妥 当 しない。 例 えば、 回 線 網 は、 一 般 に そ れ を ・ 一 カ

ル網 と基 幹 回線 網 とに 分 け て考 え る ことが で き、 特 に 、 基 幹 回線 網 は 、

設備 投 資 コス ト、 回線 効率 の 点 か らロー カル網に比 して、民 間 事業 者 の新

規参入が容 易である。 加えて、技術革新に より、衛 星通信、光 フ ァイバ ー 等 の

新 た な通 信 手 段 が 現実 化 して くる こ とに よ って、 そ の 参入 を より容 易 な

もの とす る と考 え られ る。

第 四に 、 技 術 的統 一 性 につ いて も、 イ ン タ フ ェ ース技 術 、 ネ ッ トワ

ー ク間接 続 技 術 等 の 進 歩 に よ り、 電信 ・電 話 網 全 体の 一 元 的運 営 を主 張

す る理 由が 乏 し くな って きて い る。 米 国 で も、 システ ム と して の統一 性

の 確 保は 、ATTと 独 立系 電 話会 社 の協 調 に よ り十分 担 保 され てい る。

以上 の よ うな理 由 を背 景 と して 、近 年 臨時 行 政 調査 会 を始 め とす る各

種 の 提言 に よ り、 通信 事 業分野における競争導入 を求め る声が高ま っている。

ニ ューメ デ ィア の発 展 を視 野 に 入れ た 中長 期 的 展望 の 下 に 、通 信 関連

の 既存 制度 の全 面 的 見 直 しが 必要 で あ る。

(2)通 信 関連 制度 の 見直 しの基 本 的 考 え方

既 に述 べ た とお り、 今 後 の ニ ュー メ デ ィア を 念頭 に 置い た 通信 関連 制
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度の見直 しにあた っては、全分野において 「参入の 自由」、 「事業 活動

の自由」、 「利用 の 自由」 とい う3つ の自由を確 保す ることを基本 的考

え方 とすべ きであ る。 しか しなが ら、電話の ように国民生活上不可欠 の

ものや、回線設備 提供サ ービスの ように全ての高度 サ ービスの前提 とな

る ような ものにつ いては、そ の性格上、提供義務 や料金面等の配慮 を要

請 され るものが あ り、 「事業活動の自由」等が一一部制 限され るものが あ

ろ う。 また、放送 関係の サー ビスの ように有限 資源 である電波の公平か

つ能率的な利用 の確保 の観点、あるいは無線設備 間の混信 妨害の排除 と

い う技術的観 点か ら、「参入の 自由」や 「事業活動 の自由」が一 部制限 さ

れ る もの もあろ う。

ただ し、その場合にお いて も、規 制の必要性 を十分吟味 した上 で、必

要最小限度の ものに とどめるべ きである。

(3)通 信関連制度 の具体 的 な見 直 し方 向

この問題 を検 討す るに あた り、通信 回線の提供、利用に係る広範囲なサ

ービスを包括的に と らえた上で
、その公共性等 を強調 し、規制の必要性

を論ず ることは、問題 の本質 を見失 うおそれが ある。 サ ービスの 目的や

特性に応 じて、個別具体 的に綿密 な検 討を行 うことが必要である。 ここ

では、 まず米 国の例 を参考に しつつ、次に我が国における通信関連制度

の具体的な見直 しの方 向について考え ることとす る。

〔A.米 国の例 〕

情報処理 と通信 の融合 した分野に対す る公的規 制のあ り方について

は、情報 化が最 も進ん でいると思われる米国において、近年、極 めて

注 目すべ き考え方が打 ち出されてい る。

米 国通信 法に基づ き、諸般の規制権限 をもつFCC(連 邦通信委 員
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会)は 、 近 年 の 情報 処 理 と通信 の 融 合 の進 展 に かん が み 、1967年

～73年 と1976年 ～80年 の二 回 に わた り、 いわ ゆ る 「コ ン ピュ

ータ調 査 」 を実 施 した。1973年 の第 一 次 調 査の 決 定 に お い て は、

情報 処 理 と通信 の結 合 した サ ー ビスで あ る 「混 合 サ ー ビス 」 を融 合 デ

ー タ処 理 と融 合 通 信 に 区 分 し
、 電 気 通 信 事 業者 の 提 供 す る融合 通

信 のみ を通信 法 の 規 制 対 象 とす る こ と と した が 、1980年 の 第 二 次

決定では、融合データ処理 、融 合 通信の区 分 をやめ 、 サー ビス を電信 ・電話等

基本サ ービスとこれ以 外の高度 サー ビスに分けて基本サー ビスのみ を規制 の

対 象 とす る こ とと して い る。 つ ま り、 第二 次 決 定 に お い ては 、 高 度 サ

ー ビス を通 信 か 、 デ ータ処 理 か の いず れ か に 区分 す るこ とをや め 、 規

制 の対 象 を公 衆 電 気 通信 業 者 が 提 供 す る情 報 伝 送 のた め のサ ー ビス に

限 り、そ れ 以外 の 情報 処 理 と結 合 した 分野 に っ い ては 、 自 由競 争 に委

ね るこ とと した の で あ る。 技 術 革新 の著 しい 情報 処理 の 分 野 に つ い て

は、 競 争 原 理 を導 入 し、 更 な る技 術革 新 とサ ー ビス 向上 を 目指 した も

の と考 え られ よう。

以上 の よ うな情 報 化 の 最 も進 ん だ 米国 の 考 え方 は 、我 が 国 にお い て

も、一一つ の方 向 を示 す もの と して示 唆 に 富 む もの と思 われ る。

〔B.我 が 国の 場 合 〕

我 が 国 に お い て も、 サ ー ビス の 目的、 特性 に 応 じて個 別 具 体 的 に 制

度 の あ り方 の検 討 を 行 う上 での 一 つ の整 理 と して、 米 国の 例 と同 様、

処 理 ・加工 を含 ま な い情 報 伝送 網 を提供 す る基 本伝 送 サ ー ビス と、 情

報 の処 理 ・加 工 を行 う付加価値 の高い高度 サ ー ビス に分 け て考 え る こ と

が で きる。
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① 基本伝送 サ ー ビスについて

基本伝送サ ー ビスは、回線設備 を所有 し、処理 ・加工を含 まない

情報伝送 を行 うもの として定義 で きるが、かか るサー ビスは、後述

す る高度サ ービスの基盤 である とともに広 く産 業活動、国民生活の

重要 な基盤 として位 置づけ られ るものである。 この分野において も

民間活力の 最大 限の発揮を図 ることは必要であるが、そ の業務 の性

格上高度サ ービス とは異な った制度的対応 を行 う必要がある。

す なわ ち基本伝送サ ービスにおいては、第一 に、高度サー ビスを

行お うとす る事業者 や産業界における一般ユ ーザ ーが回線の使用 を

希望す る場合に、公平かつ合理 的な料金 で提供 され る体制が確保 さ

れ ている必要が ある。

第二に、 国民生活において今や不可欠 とな ってい る電話サ ービス

等 の民生 向けサ ービスが、合理的 な料金の下 に提供 され る体制が確

保 され てい る必要がある。

この二つの社 会的要請 を満た しつつ、かつ基本伝送サービス分野

にお ける民間活力が発 揮され るための制度 的基盤 を整備 していか な

ければ な らない。

具体 的には、次 の ような制度 とす ることが考え られ る。

第一 に、 基幹 回線分野の全部又はその一部、 あるいは市内回線 を

問 わず十分な資金 力 と技術力を もった民間事業者 であれば一定の条

件の下に参入す ることを可能 とす る。

第二に、新規参入者 は自 らの保有す る回線設備 に よるほか、既存

事業 者の回線網 と接続 し、電話サ ー ビス等基本 伝送サ ービスを提供

で きる もの とす る。 その場合において既存事業者は新規参入者 が技
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術 基 準 等 一 定 の条 件 を満 たせ ば 接 続 を拒 否 で きない。

第 三 に 、 基 本伝 送 サ ー ビス の事 業者 は 、 そ の サ ー ビス の 内容 、 規

模 に 応 じて 山 間、 離 島 等 の 非 採算 地 域 へ の サ ー ビスの提 供 、 非 常時

や 地 震 等 災 害時 を想 定 した余 剰伝 送 容 量 の 確 保 と公 的 機 関 の 優先 的

利用 の 義 務 を分担 す るほ か 、秘 密 の 確 保 等 プライバ シ ーの保 護に 関

す る義 務 を負 うもの とす る。

第 四 に 、 基本 伝送 サ ー ビス の 事 業 者 は、 高度 サ ー ビス の事 業者

または産 業 界の一般ユーザ ーか ら 回線 の使用 の 申込 を受 け た と きは、

技 術 的 事 項 に 関するチ ェックを除 き、 承 諾 しなけれ ば な らな い もの と

し、 通信 の 媒 介 の 制 限等 使用 態 様 に 関 す る制 限 を行 わ ない もの とす

る。

第 五 に、 基 本 伝送 サ ー ビス事業 者 は、 原 則 と して市 場 競 争原 理 に

基 づ き、 コス トに 立 脚 した料 金 の設 定 を行 うこ と とな るが 、 この場

合 に お い て も電 話 サ ー ビスの よ うに 国 民生 活上 不 可欠 の もの に つい

て は、 利 用 者 保 護 の 観 点 か ら配 慮 が 必 要 で あ る。

以 上 の よ うな考 え方 に 基 づ き、 具体 的 制度 を整備 して い くこ とが

必 要 で あ るが 、実 際 の運 用 に あ た っ ては 、 義務 の 分 担 、 料金 等 の種

々 の 問題 に つ い て 事業 者 間 、 事業 者 と産 業 界一 般 の ユ ーザ ー間、 事

業者 と一 般 国民 との 間に お い て、 複 雑 に 利 害 が対 立 す る場合 が あ る

た め、 社 会 的 コ ンセ ンサ ス を形 成 す るた め の 手続 を確 保 す る こ とが

重 要 で あ る。

② 高 度 サ ー ビス につ い て

VAN、 ビデ オ テ ックス等高度 サ ー ビス に つ いて は、

a.回 線 網 を持 た ず に サ ー ビス が 可 能 で あ る。
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b.コ ン ピュー タ に よ り情 報 を処 理 ・加 工 し、 付 加 価 値 をつ げ る

こ とに つ い て対 価 を得 る もの で あり 、 伝 送そ れ 自体 を主 た る 目

的 とす る もの で な い。

c.本 分 野 に 対 す る ニ ーズは 、 個 別 的 か つ 多種 多様 で あ る。

とい う性 格 を もつ もの で あ る。

そ の た め、

a.回 線 網 を もた ず に サ ー ビス が可能 で あ る ため、 参入 が 容 易 で

あ り、 しか も市場 と して 画一 的 、 均質 的 サ ー ビス が要 求 され る

分野 で な いた め、 規 模 の利 益 が 働 か ず、 自然独 占要 素 に 乏 しい 。

利 用 者 保 護 の 観 点 か ら み て も、 競 争 に よ っ て 刺 激 さ れ る

技 術 革新 等 に よ り、 多種 多様 なサ ー ビスが 提 供 さ れ る こ とが ユ

ーザ ー側 の 選択 肢 を広げ 、真 の 利 用者 保 護 を図 る こ とに つ なが

る。

b.回 線 の 単純 な 再 販 売等 ク リー ム スキ ミングが行 わ れ る こ とに

なれ ば 、 基 本 伝送 サ ー ビスの健 全 な運 営 を侵害 す るお そ れ が あ

るた め、 産 業 政 策 上 の観 点 か ら、 「他 人 の 通信 の 媒 介 」 に つ い

て は、 一 定の 制 限 が 必要 との見 解 もあ るが 、

イ.基 本 伝 送 サ ー ビス業者 に とっ て、 そ の サ ー ビス の受 益 者 が

エ ン ド ・ユーザ ーであれ、 高 度 サ ー ビス の 業者 で あれ 、 コス ト

に見 合 う料 金 が 支 払 わ れ れ ば 問題 は な く、 基 本 的 には、 料 金

体 系 の 問題 に帰 結 す る。

ロ.自 由 化 に よ り、 ネ ットワーク化が さら に進 展 し、基 本 伝送 サ

ー ビス 事 業者 の設 備 が有 効 に 利 用 さ れ る。

な どの 実態 が あ る。
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した が って 、 最 も民 間 活 力 の創 意 工 夫 が期 待 され る分野 で あ

り、 規 制 を排 した 自由 な活動 基 盤 を整 備 すべ き もの と考 え る。

これ に 対 して 、 高度 サー ビスの うちVANの よ うに情 報 の 内容

を変 え ず 、 形 式 の 変 換 を行 う処理 につ いて 、 これ を通信 と して

と らえ 、 通信 の秘 密 の確 保 や 外 資 の排 除 とい った観 点等 か ら、

事 業 規 制 の 必要 性 を論 ず る向 き もあ るが 、

(i)実 態 上

a.VANは 、 オ ン ライ ン情報 処 理 サ ー ビ ス と密 接 不 可分 の

サ ー ビス と して 、処 理 内 容 の 中 に不 可 避 的 な形 で あ るい は

一 つ の サ ー ビスメ ニ ューの 形 で付 帯 的に 提 供 さ れ る もの で

あ る。

b.VANは 通 常 の オ ン ライ ン情報 処 理 サ ー ビスで用 い る コ

ン ピ ュ ータ と周 辺端 末設備 以外 に 特別 な設備 を要 しない 。

c.通 常 の オ ン ライ ン情報 処 理 サ ー ビス もVANも 同 じ事 業

者 に よって行 われ る ものが 大 部 分 であ る。

㈲ 通 信 の秘 密 の 確 保 に つ いて は 、

a .他 人 の 情報 を取 扱 う点 では 、 通常 の オ ン ライ ン情報 処 理

サ ー ビ ス を含 め、すべて に重要な問題 で あ って、 こ とさ ら、

通 信 の サ イ ドか らのみ 問題 と な るわ け で な く、 内容 を変 え

ない 点 を と らえ て これ を通信 と し、 他 の 通 常 の 情報 処理 サ

ー ビス と切 り離 して 事業 規 制 をす る こ とは 、 ・ミラ ンス を欠

くと と もに積 極 的 理 由 を 見い 出 し得 ない 。

b.問 題 は、 通信 の み な らず コン ピュ・一夕内 の 蓄積 デ ー タや

デ ー タ保 管 庫 の デ ータ の保 護 で あ るが コ ン ピ ュータ利 用 の
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適 正 化 の観 点 か ら、 事 業 規制 では な く、 別途 の体 系(コ ン

ピ ュ ー タ ・セ キ リュ リテ ィ対策)で 広 く議論 す べ きで あ る。

(ill)自 然 独 占要 素 に伴 う利 用 者 保 護 につ い ては、

既 に述 べ た とお り、 自然独 占要素 が 強 い もの は、 強 い て い

え ば 、 電信 電 話 の み で あ って 高度 サ ー ビスに つ いては 、 画一

的 均 質 的に は な りえ ない。 自由 な活 動 基 盤 に基 づ き多種 多様

な サ ー ビスが 提 供 さ れ る体 制 こそ 最 も望 ま しい利用 者 保護 で

あ る。 万が 一 弊 害 があ れ ば独 禁法 で対 応 す べ きで あ る。

(IV)基 本 伝 送 サ ー ビス の 秩序 の 維 持 につ い ては 、

回 線 利 用 契 約 締 結 の際 、 技 術 的 チ ェ ック を行 え ば秩 序 の維

持 は 可 能 で あ る。

(V)外 資 の 排 除 につ い て は、

a.VAN等 高 度 サ ー ビスは 、 回 線 を借 りて コ ン ピュ ータ を

利 用 した サ ー ビス を行 うもの で あ る限 り、 回 線 を所 有す る

基 本 伝 送 サ ー ビス事 業 者 とは 異 な り、 そ の 性格 上 外 資 を排

除 す べ き必 要性 は ない。 既 に 、 通常 の オ ン ライ ン情報 処理

サ ー ビス に つ い ては 、 多数 の外 資 系 企 業 が 自由 な 条件 の下

に 事業 を行 って い る。

b.ま た 、主 と して 国家 安全 保 障 上 の 観 点 か ら、VAN等 高

度 サ ー ビ スに つ い て外 資 の 制限 を主 張 す る 見解 もあ るが 、

そ もそ も防 衛 、 警 察 等国 家安 全 保 障 上 重 要 な業 務 に つい て

は、 自前 の 回 線設 備 及 び公 衆 網の一 部 を専 用 線 で借 りる こ

とに よ り、 独 立 した 体系 で 行 わ れ てお り、 高 度 サ ー ビス の

事 業 規 制 問 題 とは 直接 関係 が な い。
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とい う意 見 もあ り、規制 を論ず る よりも自由な活動基盤 を

整備 する ことの方 が最重要課題 である。

なお、産 業界の一般 ユーザーが、事業活動の合理化のため

に、 共同で回線 を借 りて種 々の システムを構築す る場合 も、

現在、高度サ ービス と同様 に 「他人の通信 の媒介 」の原則 禁

止 たど回線の使 用態様 に関す る制限を受けているが、 これに

つい て も規制 を排 して 自由な活動基盤 を整備すべ きである。

また、国際回線におけ る通信 関係 制度の自由化につい て も、

以上の考 え方 に準 じて全面的見直 しを行 う必要性が ある。

③ 放送分野につい て

放送 分野については、従来 か ら表現の 自由を保 障す るため、原則

として私人の 自由 な活動 に委 ねる競争政 策をとってお り、 これ とは

別 に周波数資源 の有 限性 の観点か ら必要 な規律が行われて きた。

近年、 多重放送の独立的 利用 に より音 声、文字、静止画等に よる

放 送サー ビスを既 存放送事業者の放送施設 を利用 して提供 する新 し

い放送事業者が出現 して きてお り、新 たな対応が必要 となってい る

が、 考え方 としては、 先に述べた基本伝送サー ビス と高度 サ ービス

の制度のあ り方に準 じて考 えるべ きであ り、可能な限 り自由な活動

基盤 を整備すべ きである。

④CATVに ついて

CATVに ついては、従来難視聴対策 を中心 に放送 の補完的 メデ

ィアとして位 置づけ られて きた。 しか しなが ら、CATVは 、 ロー

カル 網を所有す る点において装 置産業 であり、基本伝送サ ー ビス的
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側 面 を もつ 一 方 、視 聴者 の ニ ーズ に応 じた 付 加 価値 の高 い多種 多様

な情 報 を提 供 す る とい う点 にお い て高 度 サ ー ビス的側 面 を もつ もの

で あ る。

近 年 、CATVは 、 技 術革 新 やCATVの 双 方 向iヒ を背 景 と して、

全 く新 た な事 業 活 動 の 可能 性 を もつ に い た ってい る。 す なわ ち、 公

衆 通 信 が 非 独 占と なれ ば基 本 伝送 サ ー ビス分 野 に進 出 す る こ と も予

想 さ れ ると と もに 、 そ の サ ー ビス メ ニ ュ ー と して様 々な 高度 サ ー ビ

ス を行 う こ とが可 能 で あ る。 一方 、 制度 的制 約 が 除去 さ れ、 チ ャ ン

ネ ル リース の よ うな事業 形態 が 認 め られ れ ば 、基 本 伝 送 サ ー ビス業

者 がそ の 回 線 をCATV事 業 に供 す る こと も十 分予 想 され る ところ

で あ る。

現在の有線 テレビジョン放送法は、CATVの この ような利用 の形態 や 事

業 活 動 を全 く予想 して お らず 、専 ら放 送 の 観 点 か ら、 規 律 を行 って

い る。 今 後、 民 間活 力 の 活用 に よ り、CATVの 発 展 の可 能性 を最

大 限 に 引 き出 す観 点 か ら、新 た な 制度 的 対 応 が 必 要 とな ろ う。 特 に 、

現 行 法 ではCATVの 施 設設 置者 は同 時 にCATV放 送 事 業 者 で あ

る ことが 要 件 とされてい るが 、今 後 の事 業 形 態 を想 定 す れば か か る制

限 を行 う必 要 性 は乏 しい。 む しろ、 施 設 設 置者 は 基 本 伝送 サ ー ビス

と基 本 的に は 同 じ制度 の下 で規律 を受 け るべ き もの と考 え られ る。

この場合 にはチ ャスネル リースの ような事業形態 も考え られるであろ う。

(4)中 長 期 的展 望 に 基 づ く制度 的対 応 の検 討

本章1で 見た とお り、 ニ ュ ーメ デ ィ アの 発 展 の成 否 は 、 単 に 通信 関連

法 制 の 見直 しだ け で な く、 例 え ば 、CATVの ケ ー ブル敷 設 にみ られ る

よ うな繁雑 な手 続 を簡 略 化す る こ とや 、 ニ ュー メ デ ィアの利 用 とい う側
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面 か ら、各 種 業 法 等 に つ い て広 範 囲 に 制度 的 な見直 しを行 う ことに か か

って い る。

これ らの諸 法律 は 、 いず れ もそ れ ぞ れ の観 点 か ら必要 な規 制 を行 って

い る もの で あ るが 、 ニ ュー メ デ ィ アの 出現 と これ に よる サ ー ビス を前 提

と して い ない た め、 必ず し も実 情 にそ ぐわ な い もの と な って い る場 合 も

あ る。 中長 期 的 展 望 に基 づ く制 度 の 見直 しを早 急 に検 討 して い く必 要が

あろ う。

また 、 制度 的基 盤 の整 備 は、 単 に既存 制 度 の 見直 しに 止 ま らない 。例

えば 、 従 来 の 印鑑 又 は サ イ ンに よる契 約 の 締結 とい う商 慣 習 か ら今 後 、

電 子 化 され た取 引 行 為 が急 増 す る こ とが 予 想 され る。 そ の よ うな 場 合 に

お い て 、 契 約 の 締 結 の時 点 をい つ に す る か、 契 約 が あ った こ との法 的証

拠 をい か な る もの とす るか 、 ク ー リング ・オ フの よ うな制 度 を設 け る 必

要 は な い か 等 の新 た なル ール づ く りを行 う必要 が あ る もの もあ る。

また 、 セ キ ュ リテ ィ対 策 や プ ライバ シ ー対 策 の よ うに 、 総合 的 な対 策

が 必要 とさ れ る もの もあ る。

高 度 情報 化社 会 に ふ さ わ しい制 度 の 見 直 し と新 た な ル ール づ く りに つ

い て 、 中長 期 的 展 望 の下 に、 関係 省 庁 の連 絡 を密 に し政府 をあ げ て積 極

的 に 取 組 む 必 要 が あ る。

(注)クL-vリ ング ・オフ(CoolingOff)

割賦販売、訪問販売などで不用なものの購入契約をした消費者が、一定の期

間内においては、違約金等なしに契約の解除ができるとした制度。

一87一



第5節 ニ ュー メデ ィア関連 産業 の基 盤 整備

1.ニ ュ ー メ デ ィ ア 関 連 産 業 に つ い て

ニ ュー メデ ィア 関連 産 業 は、 情 報 の収 集 ・作 成 部 門、 処理 ・加工 部 門、

伝送 部 門、利用部 門、 これに機器、 ソフ トウ ェアを 提供 す る部 門 か らな る。

データベ三スV－ビス な どの情 報 提供 業、VANな どの情 報 処 理業 、ISDNな

どの情 報 伝送 業及 び コン ピュ ー タ な どの製 造業 、 ソ フ トウ ェア業 が 主 な業

種 で あ る。

ニ ュー メデ ィア関連 産 業 は ニ ュー メデ ィアの発 展 を支 え る産 業 で あ るの

み な らず、 省 資 源 、 高付 加 価 値 型 産業 と して我 が 国産 業 構造 の 高 度化 、知

識 集 約化 を進 め て い く上 で中核 的産 業 と もな る もの で あ る。 この た め、 今

後 の ニ ュー メデ ィアの需 要 動 向 に 遅滞 な く対 応 し うる よ う産 業 の基 盤整備

に積 極 的 に取 組 ん で い くこ とが 重 要 で あ る。

2.ニ ュー メデ ィ ア関連 産 業 の基 盤 整 備 の課 題

(1)産 業、 社 会、 生 活 の各 分 野 に お け る ニ ーズ は 多岐 にわ た り、 期待 され

るサ ー ビス 、 シス テ ム も極 め て 多様 な もの となる。

ニ ュ ー メデ ィ ア関 連産 業 が か か る ニー ズ に的 確 に対 応 してい くた め に

は、 そ の 活動 基 盤 は極 力広 くか つ 自由 な もの で ある こ とが 必要 で ある。

また 、 ニ ュ ー メデ ィア関 連 産 業 全体 が 発 展 して い くた め の基 盤 の 整備 に

努 め る こ とが 必 要 で あ る。

こ のた め 、既 に述 べ た よ うに ニ ュー メデ ィア関連 の技 術 開発 の推 進 、

相 互 運 用 基 盤 の 整備 、・制 度 的 基 盤 の整備 に努 め てい くこ とが必 要 で あ る。
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② また 、 ニ ュー メデ ィ ア関連 産 業 を構 成 す る 各 部 門 は 、情 報 の収 集 ・

作 成か ら利 用 まで の一 貫 した プ ロ セ ス を 分 担 して 担 う も の で あ り ・

相 互 に密 接 な 関連 を有 し てい る。 こ のた め、 ニ ュー メデ ィ アが健 全 に発

展 してい くた め に は、 各 部 門が 産業 全 体 の成 長 の 臨路 とな る こ とな く、

言 わ ば相 互 に助 長 す る形 で バ ラ ンス の とれた発 展 を遂 げ る こ とが 重要 で

あ る。

この よ うな観 点か ら 、特 に重 点 的 に取 り組 む べ き課 題 を あげ れ ば 次 の

よ うに な ろ う。

① 情 報 収 集 ・作 成 部 門の 基 盤整 備

ニ ュー メデ ィア関 連 産 業 の 円滑 な発 展 を 図 る上 で情 報 収集 ・作成 部

門の 充 実 は極 め て 重要 で あ る。 ニ ュ ー メデ ィア 自体 は あ くま で も手 段

で あ り、 ニ ュ ー メデ ィア発 展 の本 来 の 目的 は 、利 用 者 の 必 要 とす る情

報 を的 確 に作 成、 供 給 す る こと にあ るが 情 報収 集 ・作 成 部 門の立 遅れ

は、 ニ ュ ー メデ ィ アの 活用 に よる情報 化 の進 展 を著 し く阻害 す る こ と

とな ろ う。

この ため、 我 が 国 に おい て ニ ュー メデ ィアが 真 に利用 者 の ニ ー ズに

応 え て発 展 して い くため には、 デ ー タ ベ ース サ ー ビス、 情 報 ソ フ トウ

ェ アサ ー ビス 等 の情 報 収 集 ・作 成部 門の基 盤 整 備 を早急 に 図 る こ とが

必 要 で あ る。

(i)デ ー タベ ース サ ー ビス

情 報 化 の進 展 に 伴 い大 量 の情 報 を迅 速 か つ 合理 的 に選 択 して い く

要 請 が 高 まる た め、 デ ー タベ ース サ ー ビス の 重要 性 は一 層 高 ま って

い くもの と思 わ れ る。

しか しな が ら、 デ ー タベ ース サ ー ビス は 欧 米 に 比べ て著 し く遅れ
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て いる のが 現状 であ る。 そ の 直面 してい る問 題 を踏 まえ て 、課 題 を

整 理す る と次 の よ うに なろ う。

a.情 報 作 成 面

イ.良 質 で広 汎 か つ 大 量 の情 報 を効 率的 か つ 低 コス トで収 集 で き

る体制 が 十 分 整 備 され て い ない 。

ロ.デ ー タ ベ ース構 築 に 要 す る技 術 が未 だ十 分 に 開発 され て い な

いo

ハ.デ ー タ ベ ース 構 築 の た め の情 報入 力 コス トが 膨 大 で あ る。

b.情 報 流 通 面

イ.通 信 回線 の 使 用 態 様 の 制 限 に よ り、 デ ー タベ ース シス テ ムの

相互 接 続 が 認 め られ て い ない ため、 複 数 の デ ー タベ ース を接 続

した大 規 模 な シス テ ム の構 築が 妨 げ られ て い る。

ロ.各 種 の ニ ュー メデ ィ ア の普 及 が未 だ不 十 分 で あ ると と もに、

これに 対 す る配 給 体 制 の 未 整備 な ど情 報 の 流 通体 制 が 整 備 され

て な い。

ハ.デ ー タベ ース に係 る著 作権 の 保 護 が 十分 で な い。

c.情 報 利 用 面

イ.デ ー タベ ース シス テ ム の相互 接続が 認 め られ て い な いた め利

用 者の デ ー タベ ース 利 用 は 制約 を受 け て い る。

ロ.デ ー タベ ース 検 索技 術 が 未 だ十 分 開 発 され て い ない。

ハ.デ ー タベ ース の利 用 マ イ ン ドが 定 着 して い ない。

今後 、データベースサービスの充実、強 化 を 図 って い くた め に は、 上 記 の

課題 に対 して 的 確 な対 応 を図 る ことが 不 可欠 で あ る。

そ の際、 基 本 的 に は民 間企 業 の創意 と工 夫 の 発 揮 に よ り対応 して
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い くこ とが 望 ま れ るが 、 法 制 面 の見 直 しな ど民 間事 業者 の 自主 努 力

のみ では、 対 応が 困難 な もの も少 な くない。 この ため、 政 府 と して

もデ ー タベ ース の構 築、 利 用 の促 進 等 の課 題 に 積極 的 に取 り組 ん で

い くこ とが必 要 で あ る。

(ii)情 報 ソ フ トウ ェアサ ー ビス

今 後、 ニ ュ ーメデ ィ アの普 及 に よ』りCATVな どに提 供 さ れ る情 報

ソ フ トウ ェアの需 要 ぱ 飛 躍的 に増 大 して い くもの と思 われ るが、 こ

れ に対 して 、 ニ ーズ に的 確 に こた え る 多様 か つ豊 富 な情 報 ソフ トウ

ェアの 供 給 を図 って い くこ とが 必 要 で あ る。

この ため には、 情 報 の作 成 ・流通 ・利用 面 にお け る基 盤 整備 に努

め るこ とが 必要 で あ り、情 報 ソ フ トウ ェア作 成 の容 易 化 の た め の技

術 開 発、 流 通 の 円滑 化 等 の課題 に取 り組 む こ とが必 要 で あ る。

② ソ フ トウ ェア開発 、 流通 の基 盤 整 備

コ ン ピュー タの 普 及 に 伴 って、 ソ フ トウェ アの 開発 は 急 速 に進 ん で

きたが、 今 後、 ニ ュー メ デ ィアの導 入 に よ リネ ッ トワー ク関連 を始 め

とす る ソフ トウ ェアに 対 す る 需要 が さ らに飛躍 的 に増大 してい くこ と

が 見 込 ま れ る。

この ため 、 先 に述 べ た ニ ュー メデ ィア関連 の ソ フ トウ ェア技術 課 題

に積 極 的 に 取 り組 む こ とが 重 要 であ る。

また 、 ア ンバ ン ド リング(ハ ー ドウェ ア との価 格 分離)に よ り、 ソ

フ トウ ェ アが独 自 の商 品 と して取 引 され る に至 った こ と、汎用 性 の あ

るソフ トウェア ・プロダク トの流 通 量 が急 速 に拡 大 しつ つ あ る こ と、 自

社 用 に開 発 した ソ フ トウ ェア を商 品 と して市 場 に 出そ うとす る動 き が

み られ ること等、近年 ソ フ トウ ェ ア の流 通 に大 き な変化 が み られ る。

一91一



これ らの ソフ トウ ェア需 要 の増 大 及 び ソフ トウ ェア の流 通 事情 の変

化 に伴 っ て無 断 複 製 、不 正 使 用 、契 約 関係 の混 乱 に よ る トラ ブル等 の

問題 も生 じてき てい る。 この よ うな実 情 を 踏 まえ て、 投 下 資本 の回収

を確 保 す る こ とに よ る ソフ トウ ェアの 開発 促 進 、重複 投 資 の 回避等 に

よ る ソフ トウ ェア 開発 の効 率 化 、 ソフ トウ ェア の流通 促 進 によ る利用

の効 率 化 を図 る こ とが必 要 とな っ て きてい る。

この た め には(Oソ フ トウ ェア に関す る権 利 の 明確 化 、(のソ フ トウ ェ

ア情 報 の提供 、(iii)利用 者 の保 護 を一体 と した ソ フ トウ エア につ い ての

権 利保 護 と取 引 に関す る基 本 ル ール を確 立 す る こ とが必 要 で あ る。

③ ニ ュー メデ ィ アを活 用 した情 報 シス テ ムの構 築

ニ ュ ー メデ ィ アの発 展 の た め に は、 産業 、 社 会 、 生 活 分野 の ニ ーズ

に 対 応 した情 報 シス テ ムの構 築 を推 進 してい くこ とが 重要 で あ る。

この ような情 報 シス テ ムの 構 築 の た め条 件 と して は 次 の よう な もの

が 考 え られ る。

(i)技 術 進歩 の 成果 を的 確 に取 り入 れ た もので ある こ と。

(ii)情 報 シ ス テ ムが十 分 な経 済 性 、 利 便性 を有 す る こ と。

㈲ 情 報 シ ス テ ム の構 築 を可 能 とす る イ ン フ ラス トラクチ ャーの整 備

が行 わ れ てい る こ と。

(IV)情 報 シ ス テ ムの設 置 ・運 用 、 サ ー ビス の提 供 につ い て関 連 法 制 度

の 見直 しが的 確 に行 わ れ てい る こ と。

(V)ニ ュ ーメ デ ィアを 用 い た情 報 シ ス テム の構 築 につ い て の利用 者 の

コ ンセ ン サス が 形 成 されて い る こ と。

ニ ュ_メ デ ィア を活 用 した情 報 シ ス テ ムの 構 築 を実 際 に進 め てい く

た め には 、 産業 ・社 会 分 野 の ニ ーズ に応 え 得 る情 報 シス テ ム を実 験 的
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に構 築 し、 そ の運 用 を通 じて 、各 条件 へ の適 合性 を評 価 し、 この結 果

を踏 まえ て ニ ュー メ デ ィア の導 入 を 図 っ てい く とい うス テ ップ を踏 む

こ とが不 可 欠 で あ ろ う。
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第6節 ニ ュー メデ ィアの導 入 に伴 うイ ンパ ク トへ の 対 応

ニ ュー メデ ィ アの導 入 に よる情 報 化 の進展 は、我 々の 社会 にか つ て ない効

率 性 と利便 性 を もた らす 反 面 で 、今 まで に経 験 した こ とのな い新 しい課 題 を

我 々の 前 に呈 示 し てい る。 情 報 化 の イ ンパ ク トは、 産 業 構 造 、産 業 組 織 、 就

業構 造 等 に及 ぶ ば か りで な く、広 く社 会 、 家 庭生 活 に まで及 ぶ 可能 性 が あ る。

今 後 、 ニ ュ ーメデ ィ ア の導 入 に よ る情 報 化 が円 滑 に進 展 して い くた めに は、

この よ うな イ ンパ ク トにつ い て正確 に把 握 し、 的 確 な対 応 を行 づ てい くこ と

が必 要 であ る。

(1)産 業 構 造 、産 業 組 織 の変 化 に対 す る対応

既 に第1章 で指摘 した とお り、産 業 分 野 に お け る情 報 化 のイ ンパ ク トと

して、 需要 パ タ ー ンの変 化 、競 争 条 件 の変化 及 び異 業 種 間 の競 合 ・連 携 が

考 え られ る。 これ らのイ ンパ ク トは 、さら に産業 構 造 全 体 にわ た っ てマ ク ロ

的 な 変化 を もた らす 可能 性 が あ る ほか 、情 報 ネ ッ トワー ク に よ る新 しい企

業 集 団 の形 成 、情 報 化 へ の対 応 に起 因す る企業 間 の格 差 の発 生等 、 産業 組

織 の面 に お い て も従 来 に ない 変化 が生 じる可 能 性 が あ る。

ま た 、電 電公 社 の経 営 形 態 の変 更 に伴 い 、情 報 処 理産 業 を は じめ と して

広汎 な産 業分 野 に おい てそ の 産 業 組織 に大 きな イ ンパ ク トを及 ぼ す 可 能 性

が あ る。

この よ うな産 業 構 造 、産 業 組 織 に 及 ぼ す イ ンパ ク トにつ い て 、今 後 、十

分 な調査 検 討 を行 い 、的 確 な対 応 を図 って い く必 要が あ る。

特 に、 中小 企 業 にお け る情 報化 へ の対 応 が大企 業 に 比べ て立 ち遅 れ る場

合 に は、規 模 の格 差 とは異 っ た情 報 化 の格 差 が生 ず る こ と も考 え られ る。

こ の よ うな課 題 に対 応 して 中小 企 業 にお け る情 報化 を促 進 してい くこ と、
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が必要である。

(2)就 業構造 の変化 に対 す る対応

情報化の進展 が企業活動 のあらゆ る面で効率化 、合理化 を促進 するこ と

等か ら、就業構造 の変動 を引 き起 こす可能性があ るこ とが指摘 されてい る。

企業 内においては単純 手作業が機械 に置 き替 え られて減 少す る一力 、 プ

ログ ラム の 作成 、情 報機 器 を操 作 して行 う情 報 検 索 、 さ らに は 、知 的創 造

力 を必 要 とす る仕 事 は増 大 す る傾 向 に あ る。 この よ うな 変 化 に対 応 して、

各 企 業 は これ まで の とこ ろ企 業 内 の配 置 替 え 、部 門間 人 員 構 成 の シ フ ト等

を行 って き てお り、変 動 は企 業 内 にお い て吸 収 され てきた とみ る こ とが で

きるで あ ろ う。

しか し、長期 的 に み る と、 情 報 化 に伴 って 出現 す る新 しい 産業 にお け る

雇 用機 会 の創 出 が予 想 され る一 方 で、雇 用 の減 少 す る産 業 もあ り うる。

また、前述 した ような企 業内におけ る変化の トレン ドは、今 後 、 ます ます 強 まる

で あ ろ う。 こ うした変 化 は 、産 業 全体 の労働 力需 給 の マ クbバ ラ ンス を崩

す こ とは な い と して も、 ミク ロ的 には新 しい 就業 構 造 へ の適 応 にお い て摩

擦 を生 ず る可 能性 が あ る とす る 見方 もあ る。 こ の問題 に つ い て 、今 後十 分

な調査 検 討 を行 い 、 的 確 な対応 を 図 って い く必 要 があ る。

(3)コ ン ピュー タ ・セ キ ュ リテ ィ対 策

今 日、 既 に我 々の 生 活 を と りま くか な りの 分野 が、 コ ン ピュ ータ に依 存

す る状況 にな っ てい る。 このた め 、万一 、 そ の機 能 が停 止 あ るい は不 完 全

に な った りす る場 合 に は 、経 済活 動 の み な らず 、身体 、生 命 、財 産 な どに

重大 な影 響 を及 ぼす おそれが ある。 また 、個 人 に 関 す るデ ー タが コン ピ ュー

タに大 量 に 蓄積 さ れ る 結 果 、 プ ライ バ シー保 護 に 対す る関心 も高 ま って い

る。 この よ うな情報 化 に伴 うマイ ナ ス面 を 除去 し、情 報 化 の もた らす便 益
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を享 受 で きる よ う総 合 的 な コン ピュータ ・セキュ リテ ィ対 策 を講 じてい くこ

とが 必要 で あ る。

(4)パ ブ リック ア クセ プ タ ンス の形 成

近 年 の情 報 化 の進 展 は、技 術 面 にお け る急 速 な 進 歩 を反 映 して、 そ の テ

ンポ を早 め つ つ あ る。 また 、 産業 分野 のみ な らず 我 々 の 日常生活 に おい て

も深 くか つ急 速 に浸 透 しつ つ あ る。

こ うした急 激 な変 化 は 、場 合 に よ っ ては情 報 化 へ の 適応 を好 まな い人 々

を生 み 出す 可 能 性が あ る と同 時 に 、情報 化 社 会 に 対す る漠 然 と した 不安 を

生ぜ しめ る ゆえ ん と もな っ てい る。 また 、大 量 の 情 報 が 集 中的 に 蓄積 ・管

理 され る こ とか ら 管 理社 会 化の 弊 害 を懸 念 す る向 き もあ る。

こ れ ら は 、 情 報 化 の進 展 に伴 う不可 避 的 な 現 象 とい う見方 もあ る。 し

か し、高 度 情 報 化社 会 へ の 道 は 国民 の コ ンセ ンサ ス に よっ て選 択 され な け

ば な らな い。したが って 、今 後 の情 報 化 の進 展 を図 っ てい くた、め には ・情 報

化 につ い て の正 しい認 識 を 酒養 す るこ とに よ って情 報化 に対 す るパ ブ リッ

ク アクセ プタ ン スを形 成 す る こ とが極 め て重要 で あ る。

●
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第7節 国際的展開の推進

1.情 報 化 へ の貢 献

政 治 ・経 済 ・社 会 の あ ら ゆ る分 野 に おけ る国 際化 の進 展 に伴 い 、 国際 的

な入 ・物 の交 流 が活 発 化 す る と ともに 、国 際 的 な情 報 流通 も拡 大 しつ つ あ

る。 これ は、 コ ン ピュ ータ の普 及 な ど に よる各 国 の情 報 化 の進 展 及 び衛 星

や海 底 ケ ー ブル を利用 した 国 際 ネ ッ トワー クの発達 に よ る ところ が大 きい。

今 後 、 ニ ュ ーメ デ ィ アの活 用 に よ り国 際 ネ ッ トワー クが一 層充 実 し てい

くこ とに なれ ば 、国 際 的情 報 流通 の増 大 が一 段 と加速 され るこ とが 予 想 さ

れ る。

この よ うな国 際 ネ ッ トワー クの 整備 の進 展 は 、企 業 活 動等 の国 際 的 展 開

を容 易 にす る とと もに 、国 際 間の 相互 理 解 を深 め る上 で重 要 な役 割 を果 た

す こ とが期 待 され る。 しか しなが ら、そ の一 方 で 、各 国 の経 済 ・社 会 的 環 境

や 情 報技 術 レベ ル の 格 差 に よ って 、 デ ータ ベ ー ス等 情 報 資源 の偏 在 や 国 際

情 報 流通 の不 均 衡 な ど の新 た な問 題 も生 じ てき て いる。

我 が 国 は 、今 後 と も、 この よ うな問題 の解 決 に積極 的 に取 り組 む と とも

に、 ニ ュ ーメ デ ィア を活 用 した 国 際 ネ ッ トワ ー ク構i築等 に よっ て、世 界 の

情 報 化 に貢献 してい くこ とが必 要 で あ る。

2.国 際情報流通問題 の検討

現 在 、国 際 情 報流 通(TDF:TransborderDataFlow)に 関 し て

は 、 自由な 経済 活 動 の基 盤 確保 の 観点 か ら自由なTDFが 必 要 で あ る とす

る と主 張 と、 プ ライ バ シー保 護 、 デ ー タ保 護 、情報主権 の確保 等の観点か ら
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一 定 の制 限 を加 え るべ き とす る主張 とが あ り、先 進 国 間の み な らず 、 先 進

国 と発 展 途 上 国 との 間 に おい て も活 発 な議 論 が 行 わ れ て い るo

経 済 ・社 会 の あ らゆ る分 野 に お い て海 外 との密 接 な 関係 を有 し、 国 際 的

に も 自由な活 動基 盤 を確 保 す る こ とが必 要 な我 が 国 に とって、 サ ー ビス貿

易 の 自 由 化 と も 密 接 な 関 係 の あ るTDF問 題 は 重 要 な意 味 を もつ もの

で あ り、国 際 機 関 におけ る検 討 に も積 極 的 に参 加 しつ つ 、 で き る限 り円滑

なTDFの 実 現 に向 け て検 討 を進 め る こ とが必要 で あ る。

3.国 際 的 に提 供 可 能 なデ ー タベ ー スの整 備

経 済 ・科 学 技 術 分野 にお け る活動 に不 可 欠 な もの とな りつつ あ るデ ータ

ベ ース につ い てみ る と、我 が国 は 、 そ の 多 くを海 外 に 依 存 して い る一 方 、

我 が 国 の デ ー タ ベ ー ス が 海 外 で 利 用 さ れ る こ と は 少 な い の が 現 状 で

あ る。

我 が 国 の デ ー タ ベ ース を海 外 に提 供 して い くこ とは海 外 との相 互理 解 に

役立 つ も ので あ る こ とか ら、我 が 国 の優 れ た 情 報技 術 を生 か し、今 後 、国

際的 に提 供 可能 な デ ー タベ ース の整 備 を進 め 、世 界 の情 報 化 の 進展 に 寄 与

して い くこ とが 必 要 で あ る。

4.国 際協 調 の推 進

(1)産 業協 力 ・技術交流 ・共 同開発 の推 進

近 年、世界各国 の相互依 存関係 が深 化す るなかで、世界経済 の再活性

化を 図るためには、先進国 間の資本や技術 の相互交流 といった産業協 力
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を進 め る必要 が あ る。 今 後 、 この よ うな産業 協 力 の場 で 、技 術進 歩 の著

しい ニ ュー メデ ィアな どの 情 報 技術 分 野 を取 り上 げ てい くこ と も有 意 義

で あ ろ う。

技 術 に関 して海 外 と積 極 的 に情報 交 流 、人 材 交流 を行 うこ とが 重要 で

あ り、 また 、 こ の分野 にお い て は巨大 かつ 複 雑 な技 術 に つ い ては 、国 際

的 な共 同 開発 を進 め る こ と も有 益 で あ ろ う。

(2)情 報化 協 力 の推 進

発 展 途 上 国 にお け る情報 化 ニ ーズへ の対応 や 先 進 国 との情 報化 格 差 の

解 消は 、世 界 レベ ルで 円滑 な情 報化 を進 め て い く上 で 、重 要 な課 題 で あ

る。 発 展途 上 国 にお い て も経 済 発 展 に伴 い、 情 報 化 に対 す る ニ ーズ も高

度 化 、多様 化 す る こ とが予 想 され る。 こ の ニ ーズ に応 え るた め に、衛 星

通 信 等 の ニ ュー メデ ィア を活 用 した 情 報 化協 力 を 検討 す る こ とが 必 要 で

あ る。

また 、発 展 途 上 国 に 対 す る情 報 化協 力 のた め 、研 修 生 の受 け入 れ 、専

門家 の 派遣 、 現 地 で の訓 練 セ ン ター 設 置 な どの 人 材養 成 や 、 現地 語情 報

処 理 シス テ ムの 開発 を 推進 す る こ とが 必 要 で あ る。 また 、政府 ベ ー スで

の協 力の み な らず 、民 間 ベ ース での 協 力 も重要 で あ り、官 民の 協 調 に基

づ く協 力が 望 まれ る。

(3)多 国 間 国 際 協 力 へ の 寄 与

我が 国 は 、OECDで の情報 化 に 関す る国 際 的 な検 討 、GATT、O

ECDで の 「サ ー ビス貿 易 」の 自由化 に 関す る検 討 、ISO(国 際標 準

化 機 構)な どでの 国 際 的標 準 化 に 関 す る検 討 な どの多 国 間国 際 協 力 に 、

積極 的 に 貢献 して い くこ とが 必 要 で あ る。
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第3章 当面講ずべ き施策 のあ り方

以上 、我 々はニ ューメデ ィアの発展方向及び産 業、社会、生活の各分野に

おけ る情報化のイ ンパク トについて検討す るとともに、ニ ューメデ ィアの発

展のための条件 、課 題の明確 化に努めて きた。

高度情報化社会の実 現に向けて民間分野において も、創意 と活 力を最大 限

に発揮 して取 り組みが行 われ ることを期待す るとともに、 ここに明 らかにな

った課題につ いて政府が果 たすぺ き役割は極めて大 きい ものがあ ることを強

調 してお きたい。

課題に対す る対応 の方向 については、既に第2章 において示 した もの もあ

るが、本章 においては、政府 として早急に対応 を行 うべ き施 策について我 々

の見解 を示す こととす る。

1.技 術開発の推進 と相互運 用基盤の整備

(1)技 術開発の 推進

ニ ューメデ ィア関連技術 は、情報化の進展のた めの 中核 的役割 を担 う

と考 え られ 、積極的 にそ の推進 を図 る必要が ある。

ニ ューメデ ィア関連 の技術 開発の推進にあた っては以下の施 策を講ず

る必要が ある。

① 民 間の技術開発の促進 のための基盤の整備

技術開発の 推進にあた っては民間の活力が最大限発揮 で きる ように

税制面の優遇措置 を引 き続 き講ず る等 に より、民 間の研究 開発意欲の

促進 を図 ることが重要 である。

一100一



② 民 間 ベ ー スで は 実施 が 困 難 な技 術 開発 の 推 進

ニ ュ ーメ デ ィア に関 連 した 技術 開発 の 中に は 民間企 業 に ゆだ ね る の

み では 円滑 な技 術 開 発 が期 待 で きな い分 野 が ある と考 え られ 、政 府 が

主 体 とな っ て積 極 的 に 開発 を行 う必要 が あ る。

第 五 世代 コ ン ピ ュー タや ス ーパ ー コン ピ ュー タな どの 情報 処 理 の 高

度化 を図 るための技術 開発 、光関連技術や衛星関連技術 な どの通信の

高度化を図るための技術開発 、高信頼化技術 、暗号化技術等のセキ ュ リ

テ ィ確保のための技術開発及び新機能 素子や先進的 ソフ トウェアな ど

の 幅広 い 分 野 に 適 用 可 能 な基盤 的 な技 術開 発 につ いて 、積 極 的 にそ の

推進 を図 る必 要 が あ る。

囲 スーパーコンピュータ

現在の汎用大型 コンピュータに比べ四則計算などの計算速度を飛躍的に高めた

科学技術計算用コンピュータのこと。

囲 新機能素子

従来の半導体素子に比べて、新 しい原理を導入するなどして飛躍的に機能 ・性

能の向上を図った素子のこと。

③ 総 合 的 ・計 画 的 な 研 究 開発 の 推 進 と体 制 の 強 化

限 られ た 研 究 開 発 資 源 を有 効 的 に活 用す るた め 、長 期 を見通 した 総

合 的 ・計 画 的 な研 究 開 発 の 推進 が 重 要 であ り、 また 、 この 実 施 に あ た

って は 、産学 官 の 一層 の 有機 的連 携 を図 ってい く必要 が あ る。

② 相互 運 用 基 盤(イ ンタ ー オペ ラ ビ リテ ィ)の 整 備

ニ ュー メデ ィアの 進 展 に 伴 い 、機 器 ・シス テ ムの 従来 の標 準 化 を超 え

た相 互 運 用 基 盤 の整 備 が ます ます 重要 な もの とな る と考 え られ る。

この た め 、 今 後 の情 報 シス テ ム等 の相 互 運 用 基盤 の整 備 のあ り方 につ

い て関係 者 に よ り早 急 に検 討 を行 っ てい く必 要 が あ る。
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2.高 度 情 報 化社 会 の イ ン フ ラス トラ クチ ャー整備

光 ファイバー網 等 の イ ン フ ラス トラクチ ャーの整 備 にあ た っ て は・ 利用 者

の需 要動 向 に対 応 して効 率的 、計 画 的 な整 備 に努 め てい くこ とが望 まれ る。

また 、 イ ン フ ラス トラクチ ャー整備 の タ イ ミン グ、 利用 料 金 体 系等 、 ネ ソ

トワーク構 築 に係 る基 本 的 な問 題 につ い て は 、 イ ン フ ラス トラ クチ ャー利

用者 の 意 見が 的確 に 反映 し うる よ うな体 制 の整 備 が望 まれ る。

3.制 度 的 基盤 の整 備

(1)通 信 関 連 制 度 の全 面 的 な 見直 し

ニ ューメ デ ィ アが 健全 か つ 活 力 あ る発 展 を してい くた め に は 、従来 の

制 度的 諸 制 約 を 排 し、 「参 入 の 自由」 、 「事業 活 動 の 自由」 、 「利 用 の

自 由」 とい う三 つ の 自由が 確 保 され た 自由 な活 動 基 盤 を整 備 す べ きで あ

る。 しか しな が ら 、現 在 の通 信 制 度 は、 いず れ も戦 後 間 もな い時代 の電

信.電 話の 技 術 レベノk及び経済情勢を前提に、主 と して電 信 ・電 話を広 くあ ま

ね く公平 に提供 す る こ とを最 大 の政策 目標 と して全 体 が構 成 され 、 公衆

通 信 業 務 を公社 独 占 とす る一 方 、民 間事 業 者 に様 々 な制 約 を与 え てい る

もので あ る。

ニ ュ ー メデ ィ アの 発 展 を視 野 に入 れ た 中長 期 的 展 望 の 下 に、通 信 関連

の 既存 制 度 の全 面 的 見直 しが必 要 で あ る。

② 高 度情 報 化 社 会 にふ さわ しい制 度 の 見直 し と新 た な ル ールづ く りへ の

取 組 み

ニ ュ ーメ デ ィア発 展 の 成 否 は 、単 に通 信 関 連 法 制 の 見直 しにか かわ る

だ け では な い。 ニ ュ ーメ デ ィア の利 用 とい う側 面 か ら各 種 業 法 等広 範 囲

'
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な制 度 的 見直 しを検討 して い く必 要 があ る。

また 、電 子 化 され た取 引 きに おけ る法 的証 拠 を ど こに 求 め るかな ど、

新 た な ル ー ルづ く りを要 請 され て い る も の も少 な くない。

高 度 情 報化 社 会 にふ さわ しい制 度 の 見 直 し と新 た なル ールづ く りに政

府 を あ げ て取 り組 む必 要 が あ る。

4.ニ ュ ーメ デ ィア関連 産業 の基 盤 整備

ニ ュ ーメ デ ィ ア関 連 産業 の 基盤 整 備 を図 るた め には、 ニ ュ ーメ デ ィア関

連 技 術 開 発 の 推 進 と相 互 運 用基 盤 の 整 備 、制 度 的基 盤 の 整 備 に努 め るほ か 、

事 業 化 に 際 して 投 資負 担 が 大 き く、 リス クの 高 い部 門 に対 し金 融 上 の 優 遇

措 置 を講ず る こ とな ど産 業基 盤 の強 化 を 図 る こ とが必 要 で あ る。 また 、 ニ

ュー メ デ ィア 関連 産 業 の あ る特定 の部 門が 磁 路 とな る こ とな く全 体 と して

バ ランス よ く発 展 して い くこ とが 重 要 で あ り、次 の よ うな課題 に対 し適 切

な施 策 を講 じて い く必 要 が あ る。

(1)情 報 収 集 ・作成 部 門の 基 盤整 備

デ ー タベ ー スサ ー ビスにつ い て は 、今 後 、 情 報 の作 成 ・流通 ・利 用 面

の基 盤 整 備 を 強 力 に 推進 してい くこ とが 必 要 で あ り、 この た め の体 制 整

備が 望 まれ る。 また 、各種 デ ー タベ ー ス構 築 の促 進 を図 る と と もに 、 ク

リア リン グサ ー ビスの 実 施 、 デ ー タベ ー ス関 連技 術 開 発 な どを推 進 して

い くこ とが 重 要 で あ る。

情 報 ソ フ トウ ェア サ ー ビス につ い て も、情 報 の作 成 ・流 通 ・利 用 面 に

お け る基 盤 整 備 を図 る必 要が あ り、情 報 ソフ トウェア作 成 の容 易 化 の た

め の技 術 開発 、流 通 促 進 の ため の 施 策等 を推進 す る こ とが 重 要 で あ る。
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② ソフ トウ ェア開 発 、 流通 の 基 盤 整備

ソフ トウェア に対 す る需 要 は一 層 拡 大 して い くと思 わ れ る こ とか ら、 こ

れ に こた え る ソ フ トウ ェア関 連 技 術 開 発 を推 進 して い く必要 が あ る。

また 、 ソフ トウェアの 開発 促 進 、 ソフ トウ ェア 開発 の 効 率 化及 び ソフ ト

ウェ ア の流 通促 進 に よる利 用 の効 率化 を 図 る こ とが 重 要 か つ 緊急 の 課 題 と

な って い る。

この ため 、 ソフ トウ ェアに つ い て の権 利 保 護 と取 引 に関 す る基 本 ル ー ル

を確立 す るた め 新 法 の早 期 制 定 が 必要 で あ る。

(3)ニ ュー メデ ィア を活 用 した 情 報 シス テ ムの構 築

ニ ュ ー メデ ィア を活 用 した情 報 シス テ ムの 導入 を促 進 して い くた め に は 、

実 験 システ ムを構 築 し、 この運 用 を通 じて 情 報 シス テ ムの機 能 を実 証 す る

と と もに 、技 術 的経 済 的 フ ィー ジ ビ リテ ィ等 の 明確 化 を図 る こ とが 重 要 で

あ る。

か か る観 点 か ら、地 方 自治 体 、住 民 、産 業 界 との コ ンセ ンサ ス を踏 まえ

つ っ ニ ュー メ デ ィ ア コ ミニ ュニ テ ィ構想 を強 力 に推 進 す るこ とが 必要 で あ

り、 これ に対 して 政 府 と して も積 極 的 役 割 を果 た す こ とが 重要 であ る。

5.ニ ュ ー メ デ ィ ア の 導 入 に 伴 う イ ン パ ク トへ の 対 応

情 報 化 の お よぼ す 産 業 構 造 、産 業 組織 、就 業 構 造 等へ の イ ンパ ク トにつ い

て詳 細 な調 査検 討 を行 い 、適 切 な 産 業政 策 を展 開 して い くことが 必 要 で あ る。

ま た 、 中小 企 業 に お け る情 報 化 を促 進 す るた め 、金 融 面 、 税制 面 の 措 置 を

講 ず るほか 、 中小 企 業 に適 した ソフ トウェ ア技 術 の開 発 、研 修機 会 の 増 大 等

の 措 置 を積 極 的 に講 じて い く必 要 が あ る。

ま た 、 コン ピ ュー タ シス テ ムに係 る信 頼 性 の確 保 、 デ ー タ保 護等 を図 るた
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め 、総 合 的 な コ ンピ ュー タ セキ ュ リテ ィ対 策 を講 ず る必 要 が あ る。 さ らに 、

情報 化 の 進 展 に 対す るパ ブ リ ック ア クセ プ タ ンス を形成 す るた め 、情 報 化 に

対す る正 しい 認 識 を深 め るため の 教 育 を充 実 させ るほ か 、情 報化 月間 等 の 広

報事 業 を推 進 して い く必要 が あ る。

6.国 際的 展 開 の 推進

世 界 の情 報 化 に積 極 的 に貢 献 してい くた め ニ ュー メデ ィア を活 用 した 国 際

ネ ッ トワー ク の構 築 、 国 際デ ー タベ ー スの整 備 、 ニ ュー メデ ィア な どの情 報

技 術 分野 に 係 る産 業 協 力 、技術 交 流 、共 同開 発 等 を推 進 す る ことが 重要 で あ

る。

7.情 報化の基盤整備 のための法的措 置

以上の政 策を中長期 的展望に立 って、総合的に推進す るための法制度の整

備 について早急 に検討 を行 う必要が ある。

レ
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〔参考 資料 〕

(1) 「表3主 なニ ューメ デ ィア に関連 した技 術 の 展 望 と開発 課 題」 につ い て の用語 解 説

・ 波長 多 重伝 送

波 長 の異 な る複 数 の光 信号 を一本 の光 フ ァ イバ ー ケーブ ル の中 に多 重化 して伝 送す る方 式。

・ 光 素子

発光 素子 や受 光 素子 な どの光 に関 連 した一 連 の素子 の こと。

・ 帯 域 圧 縮技 術

伝送帯 域 を小 さ くす る た め、情 報 の意 味 を損 わ ない範 囲 で伝 送 す る情 報量 を極 力小 さ くす

る技 術 の こ と。

例 えばテ レ ビ信 号 を画 像 処 理 す る ことで動 か な い部分(背 景 な ど)は 、毎 回送 らな い よ う

にす る こ とが 出来 、 伝送 帯 域 を小 さ くす る こ とが可 能。

・ ネ ッ トワー ク ・ア ー キテ ク チ ャー

コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク の実現 を容 易 にす るた め にはネ ッ トワー ク上 の構成 要 素が 持 つ

ぺ き機 能 を体 系 的 に整理 す る必 要 が あ る。 この体 系 の こ とをネ ットワーク ・ア ーキテ クチ ャー

とい う。

・ 垂 直帰 線消去 期 間

テ レビ信 号 を送 る場 合 の画 面 と次 の画 面 の間 の す きまの期 間。

・ 炭 素繊 維 複合 材 料

軽 くて、強 い とい う特 徴 の ある炭 素繊 維 に プ ラスチ ック な どを組 み合わ竜 それぞれの特 徴

を生 か す よ うに した 材 料 の こ と。

・ 展開型 ア ンテ ナ

衛 星打 上 げ時 には折 りた た ん で お き、 打上 が った段 階 で展 開 す る よ うに した大 型 の衛星 ア

ンテ ナ の こと。

・ ア ポ ジモ ー タ

衛 星 を静 止軌 道 に近 い軌 道 に乗 せ る時 に使 わ れ る衛星 搭載 の ロケ ッ トエ ン ジ ンの こ と。

・ イ オ ンエ ン ジン

通常 の ロ ケ ットエ ン ジ ンが 燃 焼 ガス をふ き出 す ことで推進 力 を得 るの に対 し金属 蒸気 原子

に電 荷 を持 たせ(イ オ ン化)こ れ を電 気 的 な力 で加 速 させ そ の反 動 で推進 力 を得 る方 法。

耐 環 境強 化 素子

放 射 能、 熱、 衝 撃 等 に耐 え、 宇 宙空 間、 原子炉 内、 自動 車 搭載 等 い か な る環 境下 で も安 定
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に動 作す る集 積 回路 素子 の こと。

太 陽電 池

太 陽 か らの光 エネル ギ ーを電気 エ ネル ギー に変換 す る半 導体 素子 の こと。

サテ ラ イ トス イ ッチ

マル チ ビー ム衛星 通 信方 式 に お い て異 なる ビーム間 の相 互接 続 を行 うた め の衛 星上 の切 り

替 え ス イ ッチの こと。

準 ミリ波

周 波数 が15ギ ガヘ ル ツか ら30ギ ガヘ ル ツ程度 の帯 域 の電 波 の こ とを言 う。

多 くの情 報 を伝 送 す る こ とが で き る とい う特徴を持つが、降 雨等 に よる減 衰 が大 きい な どの

問題 が あ る。

時分 割 多元 接続 方式

多数 の地 球 局 か ら一 つ の衛 星 を共 用 しか つ、 あ る程度 独 立 的 に使用 で き る よ うにす るた め、

地 球局 ご とに時 間 を割 りあ て て衛 星 を使 用 す る方式 。

進行 波 管

マ イク ロ波 の ような高周 波用 の電 力 増 幅 管 の一種 。

光電 子 集積 回 路

光 素子 と電 子 素子 を同一 の回 路上 に集 積 した もの。

SHF(SuperHighFrequency)

3ギ ガヘル ツか ら30ギ ガヘ ル ツま で の周 波 数帯 域 の電 波。 電電 公社 の マ イク ロ回 線、 衛

星 通 信、 テ レビ中継 、 レー ダー な どに利用 され て い る。

EHF(ExtremelyHighFrequency) .

30ギ ガヘ ル ツか ら300ギ ガヘル ツ までの 周派 数帯 域 の電 波。 波 長 が1rmn～10mmで あ

るこ とか ら ミ リ波 と も呼 ばれ る。

フラ ッ ト・パ ネ ル ・デ ィス プ レ イ

現在 の テ レ ビに比 べ極 端 に前 後 の厚 み が薄 くな り、壁 にか け る こ とな ど も可能 とな る表 示

器 の こと。

光 デ ィス ク

光(主 と して レーザ ー光)に よ り読 み 出せ る よ うに した円板形 の記 録媒 体(デ ィス ク)の

こと。 高密 度 記録 が 可能 。

・垂直磁化記録技術

従来は磁性記録媒体の長手方向の磁化により記録(水 平磁化記録)し ていたのに対し、垂直
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方向(厚 さ方向)に 磁化することで記録密度を向上する技術。

NSSN N

S

S

N

(水平磁化記録)(垂 直磁化記録)

・ 半導体レーザー

半導体素子により特性のそろった光を発するようにしたもので、光通信に広 く使われてい

る。

光磁気記録技術

磁化により光学的特性が変化することなどを利用 して情報の記録、読み取りを行 う技術。

大容量の書 き換え可能なメモリー技術 として期待されている。

(2)「 表4ニ ューメディアの発展を支える主な基礎技術の研究開発課題」についての用語解説

・ センサ

種々の物理量 を検知、検出したり、判別、計測する機能を備えた素子(装 置)。

・ 規則合成方式

文字、音韻記号などで記述された入力情報を一連の変換規則によって合成音声に変換する

方式。

磁気バブルメモリ

特殊な処理を施 した薄膜に磁界をかけると発生す る微粒点(バ ブル)を 利用 した高密度の

記憶媒体。

・ 微細構造薄膜ヘ ッド

絶縁基板上に薄膜を蒸着 した小型かつ高精度な磁気ヘ ッド。

・ 三次元回路素子

半導体集積回路層 と絶縁物層 を交互に積層 した立体的な回路素子。 これにより、素子の大

容量化、多機能化が図れる。

・GaAs

ガリウムとヒ素を用いた素子。現在のシリコン素子 よりも高速の処理が可能。
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・HEMT(HighElectronMovilityTransister)

ガ リウ ム ・ヒ素 素子 の一 つ で、 電 子 の移動 ス ピー ドを高速化 す る こ とに よ り高速処 理 が可

能。

・ ジ ョセ フ ソン素子

あ る種 の元 素 を極 低 温 に冷却 す る と超電 導 現 象 が発生 し、 電気 抵抗 が ほ とん ど零 に な る。

こめ現 象 を利用 した低 消 費電 力 で 超 高速 処理 が可 能 な素 子 の こと。

・ 超格 子 素子

極薄 結 晶膜 を用い た格 子 構 造 の 中 で現 わ れ る新 しい電 子 現象 を利 用 した素 子。 常 温 にお い

て、 超 高速 の 処理 、 超 高周 波 の 発振 ・増 幅が 可能 。

・ コ ヒーレ ン ト光 通 信

位 相 や波 長がそろ うな どの優 れ た特 性 を もつ光 を用 い る ことで飛 躍 的 に大 容量 の伝送 を可 能

とす る光 通 信 の こと。

・ 超 長 波長帯 光 通信

これ ま で よ り低 損 失 が期 待 され る新 しい材 料 の光 ファイバ ーケーブル と波長 の長 い光 とを組

み 合 わせ 、 中継 距離 の飛躍 的 な延 長 を可 能 と した光 通 信 の こ と。

・ 低 サ イ ドローブ マル チス ポ ッ トア ンテナ

複数 の電 波 の送 受 信 が で きか つ指 向特 性 に優 れた ア ンテナ。

・ 広帯域 交換 技 術

広帯 域 の周 波 数 を必 要 とす る映 像 信号 な どの交換 を可能 とす る技 術 。
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